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No. 149

主な内容

（７月１日現在 : 住民基本台帳）

（　）内は前月比

世 帯 数 ２万 5,151 （＋ ３）
人　 口 ５万 3,709 （－ 16）
男 ２万 5,232 （＋ ８）
女 ２万 8,477 （－ 24）

出　 生 31
死　 亡 47
転　 入 107
転　 出 109
その他異動 ２



(28.2%)
市税や使用料・手数料など、市が自主的に収入するお金

(71.8%)
国や県の基準に基づき、交付されたり割り当てられたりするお金

70億7,384万円

180億3,340万円

自　主　財　源

依　存　財　源

市税

分担金および負担金

使用料および手数料

諸収入ほか

地方交付税

国庫支出金

県支出金

市債

依

存

財

源
地方譲与税
2億6,000万円 (1.1%)
国が徴収した税金から一定基準に

従い譲与されるお金

地方消費税交付金ほか 9億7,937万円 （3.9%）
国が徴収した消費税の中から交付されるお金など

21億2,010万円 (8.4%)
国や金融機関から借り入れるお金

23億7,130万円 (9.4%)
県が認めた特定の事務事業

の実施に当たって県から交付

されるお金

87億8,064万円 (35.0%)
全国の自治体が同水準の行政を

進められるよう、財政運営の均衡を

調整するため国から交付されるお金

4億3,998万円 (1.8%)
市の施設使用料や住民票、各種証明

書などの交付手数料

35億2,199万円 （14.0%）
国が認めた特定の事務事業の

実施に当たって国から交付

されるお金
歳入

251億724万円

9億1,694万円 (3.7%)
諸収入、財産収入、寄付金、繰入金

繰越金

2億3,248万円 (0.9%)
市が行う事業で特定の利益を受ける

人などから徴収するお金

自

主

財

源

（内訳） 市民税 22億2,102万円

固定資産税 27億1,621万円

軽自動車税 2億 609万円

市たばこ税 3億4,100万円

入湯税 12万円

54億8,444万円 (21.8%)

(28.2%)
市税や使用料・手数料など、市が自主的に収入するお金

(71.8%)
国や県の基準に基づき、交付されたり割り当てられたりするお金

70億7,384万円

180億3,340万円

自　主　財　源

依　存　財　源

2018年度　予算の　　　　　概要をお知らせします　
一般会計　現予算　　　（６月補正後）　 自主財源

依存財源

70 億 7,384 万円（28.2％）

180 億 3,340 万円（71.8％）
市税や使用料・手数料など、市が自主的に収入するお金

国や県の基準に基づき、交付され割り当てられるお金
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国が徴収した消費税の中から交付されるお金など
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4億3,998万円 (1.8%)
市の施設使用料や住民票、各種証明
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54億8,444万円 (21.8%)
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（単位：億円）
基金残高の推移（貯金）

　基金は家庭での貯金に相当するもので、特定の目
的や市町村合併に伴う地方交付税の優遇措置が 2016
年度から段階的に縮小・廃止されていることへの対
応と安定的な財政運営を確保するため、必要な積み
立てを行うとともに、確実かつ効率的な運用に努め
ます。
　基金の 2018 年度末での残高は、約 186 億円となる
見込みです。
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市債残高の推移（借金）

　道路や学校等を建設する場合のように、長期間に
わたって多くの市民が利用することができ、多額の
費用が必要なもののために、市が銀行などから調達
する長期的な借入金を「市債」といいます。
　市債の 2018 年度末での残高は、一般会計で約 242
億円、特別会計と企業会計を加えた全会計で約 429
億円となる見込みです。

～明るくまっすぐな　　　　安心できる市政～

市民税� 22 億 2,102 万円
固定資産税� 27 億 1,621 万円
軽自動車税� 2 億   609 万円
市たばこ税� 3 億 4 ,100 万円
入湯税� 12 万円

（内訳）
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義 務 的 経 費

任 意 的 経 費
　　　政策判断によって見直しが柔軟にできる経費

　　　支出することが制度的に義務付けられている経費

138億6,766万円

112億3,958万円

(55.2%)

(44.8%)

議会費

総務費

民生費

衛生費農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

公債費

その他

96億6,283万円 (38.5%)
高齢者や乳幼児、障害者などの

福祉、生活保護、災害救助など

26億3,340万円 (10.5%)
税務、戸籍、選挙などの事務や

市役所の管理など

1億9,703万円 (0.8%)
市議会の運営

4,515万円 (0.2%)
労働費、災害復旧費、予備費

27億4,080万円 (10.9%)
市の借金の返済

歳出
251億724万円

（目的別）

23億9,854万円 （9.5%)
幼稚園や小中学校、社会教育、

芸術文化、スポーツの振興など

26億7,631万円 (10.7%)
各種健康診断や救急医療対策、ごみ処理など

14億9,347万円 (5.9%)
農林水産業の振興、農道・林道・漁港の整備など

3億6,954万円 (1.5%)
商工業や観光の振興、企業誘致など

19億4,741万円 (7.8%)
道路や橋、公園、住宅整備など

9億4,276万円 (3.7%)
消防署・消防団の管理運営、

消防施設の整備など

今年度予算の特徴

歳入のポイント

　2018 年度の当初予算は
市長の任期満了に伴う市
長選挙実施予定であった
ため「※骨格予算」とし
て予算編成しました。市
長選挙後、政策的な判断
が必要となる新規施策等
を中心に「※肉付け予算」
を編成することになりま
した。

●地方交付税は、合併算定替え措置の段階
　的な削減等により、約４億２千万円
　（4.6%）の減
●国庫支出金は、地域住宅支援交付金、私
　立保育所運営費負担金の増などにより、
　約２億２千万円（6.6%）の増

●衛生費は、病院事業営業運転資金長期
　貸付金の減などにより、約４億２千万円
　（13.6%）の減
●消防費は、はしご付消防ポンプ自動車購
　入事業の増などにより、約２億６千万円
　（38.1%）の増
※予算額の増減は、前年度当初予算と比較しています。

区　　　分 予算額
国民健康保険 72 億 6,917 万円
後期高齢者医療 6億 3,882 万円
介護保険 59 億 1,945 万円
交通災害共済 1,484 万円
下水道 12 億 4,519 万円
特定環境保全公共下水道 5億　407 万円
農業集落排水 2億 7,840 万円
地方卸売市場 2,074 万円

合　　　計 158 億 9,068 万円

特別会計

区　　　分 予算額
水道事業会計 12 億 9,043 万円
病院事業会計 53 億 4,887 万円

合　　　　計 66 億 3,930 万円
※企業会計は、収益的支出と資本的支出の合計額です。

企業会計

2018年度　予算の　　　　　概要をお知らせします　
一般会計　現予算　　　（６月補正後）　義務的経費

任意的経費

138 億 6,766 万円（55.2％）

112 億 3,958 万円（44.8％）
支出することが制度的に義務付けられている経費

政策判断によって見直しが柔軟にできる経費

歳出のポイント

～明るくまっすぐな　　　　安心できる市政～
　今年度は４月に市長選挙が予定されてい
たため、当初予算は骨格予算として編成さ
れていました。
　そのため、今年度の予算の概要について
は、選挙後の６月補正予算に計上された事
業などを含めてお知らせします。

※骨格予算とは市長選挙
時期等の関係から政策的
な判断ができにくい等の
事由により、経常的な経
費を中心として計上した
予算です。
※肉付け予算とはその事
由の解消後に、政策的経
費や新規事業等を加える
予算のことです。
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2018 年度の主な事業
　2018 年度に市が実施する主な事業を紹介します。

１ 生 活 環 境　人と自然が将来にわたって共生するまちづくり
２ 社 会 基 盤　都市基盤が整った機能性の高い快適なまちづくり
３ 保健医療福祉　子どもから高齢者まで健やかに暮らせる支え合いのまちづくり
４ 教 育 文 化　郷土を愛し文化を伝え豊かな心を育むまちづくり
５ 産 業 経 済　地域の資

たから

源を生かした多様な産業でつくるにぎわいあるまちづくり
６ 住 民 自 治　住民と行政が協働するまちづくり

○出水ふれあいバス運行事業
� 3,648 万円
○橋梁整備事業
� 5,830 万円
○道路維持補修事業
� 1 億 1,000 万円

○小・中学校就学援助事業
� 8,000 万円
○かごしま国体開催事業
� 713 万円
○命の教育推進事業　
� 999 万円

１生活環境 ４教育文化２社会基盤

○ツルと歴史のまち応援基金
　寄付者特産品贈呈事業
� 3,519 万円
○地区コミュニティ協議会育成
　支援事業補助金� 684 万円
○農業用施設、里道等整備地域
　支援事業（原材料支給、建設
　機械借上げ支援）� 480 万円

５産業経済 ６住民自治

３ 保 健 医 療 福 祉

○新焼却処理施設整備負担金
� ６億 2,375 万円
○鳥越浄水場・野田地区簡易水
　道連絡管整備事業
� 9,500 万円
○小水力発電設備整備事業
� 2,261 万円

○給食サービス・生活支援
　サービス事業� 720 万円
〇病児・病後児保育事業
� 2,100 万円
○障害者地域活動支援センター
　事業� 1,428 万円

○障害福祉サービス給付事業
� 11 億 9,100 万円
○生活困窮者自立支援事業
� 442 万円
○障害児通所支援事業
� ２億 4,105 万円

○保育所等整備事業費補助金
� １億 6,824 万円
○子ども医療費助成事業
� １億 7,268 万円

○九州オルレ出水コース春のオル
　レフェア等開催事業� 162 万円
○観光客誘致促進事業� 431 万円
○住宅建築等工事促進事業
� 4,500 万円

○ブランド米産地確立支援事業
� 230 万円
○特定果樹生産拡大推進事業
� 90 万円
○地場産業販路拡大促進事業
� 435 万円
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≪人と自然が将来にわたって共生するまちづくり≫
　・生ごみ処理機等設置報償金事業� 150 万円 
　・環境指導員設置事業� 233 万円 
　・出水浄化センター施設耐震化事業� 2,300 万円
　・農業集落排水施設機能診断調査事業� 1,100 万円

≪郷土を愛し文化を伝え豊かな心を育むまちづくり≫
　・中学校・高等学校楽器購入事業� 180 万円 
　・中央図書館駐車場改修事業� 650 万円 
　・戦争体験談集発行事業� 42 万円
　・外木場義郎氏ふるさと出水野球教室開催事業� 20 万円
　・SOMPOボールゲームフェスタ 2018 開催事業� 38 万円≪都市基盤が整った機能性の高い快適なまちづくり≫

　・辺地道路整備事業� 7,800 万円
　・里道等整備事業補助金� 174 万円 
　・都市公園遊具更新事業� 1,840 万円 
　・公営住宅ストック総合改善事業� 8,303 万円
　・総合運動公園野球場改修事業� 598 万円

 ≪地域の資
たから

源を生かした多様な産業でつくるにぎわいあるまちづくり≫
　・国際姉妹都市交流事業� 115 万円
　・鳥獣被害対策実践事業� 1,751 万円 
　・降灰地域野菜・果樹等安定対策事業� 4,453 万円 
　・畜産クラスター事業� 2 億 4,810 万円

≪子どもから高齢者まで健やかに暮らせる支え合いのまちづくり≫
　・就労準備支援事業� 50 万円
　・介護サービス利用高齢障害者負担軽減事業� 20 万円
　・在宅重度心身障害児家族支援事業� 36 万円
　・かごしまの食育推進事業� 31 万円

≪市民と行政が協働するまちづくり≫
　・防犯カメラ・防犯ネットカーテン設置事業� 1,050 万円
　・会議用タブレット端末購入事業� 344 万円
　・新支所庁舎整備事業� 1 億 2,517 万円

第二次出水市総合計画の基本方針に基づく主なもの

市長選挙公約に沿って編成した主なもの

～夢と希望が持てる安心のまちづくりのための、市民の「３つの安心」の実現～

鶴の恩返し奨学金

入学一時金貸与事業

ゼロ予算
これまでの月額4万円以内の例

月貸与に加え、2019年度の大学

等入学予定者から入学時に入学

一時金（1人につき50万円以内）

を貸与する制度を創設します。

詳細は18ページに掲載

障害児通所支援事業

利用者負担軽減事業

300万円
障害児が通所支援を利用

する場合の利用者負担額を

軽減し、保護者の経済的負

担軽減を図ります。

就学児も対象に追加。

○鶴の恩返し奨学金入学一時金貸与事業 ゼロ予算

○小・中学校校舎等劣化度調査事業 1,150万円

○高等学校施設改修事業 1,470万円

○障害児通所支援事業利用者負担軽減事業 300万円

地域の中で子どもを安心して産み育てら

れる「こどもの安心」の環境を整えます。

主
な
事
業

交通安全施設

整備事業

300万円
市道における区画線・防護

柵等の交通安全施設の不良

箇所の補修等を行います。

小・中学校ＡＥＤ

追加設置事業

220万円
一定規模以上の学校につ

いて、２台目のＡＥＤ設置を行

うことで、児童、生徒、その他

学校利用者の命を守ります。

○交通安全施設整備事業 300万円

○農道等維持補修事業 300万円

○小・中学校ＡＥＤ追加設置事業 220万円

○はしご付消防ポンプ自動車購入事業 2億1,836万円

病気や災害、交通事故等から市民を守る「い

のちの安心」のための施設等を整えます。

主
な
事
業

稼げる観光地づくり

検討委員会負担金

400万円
地域資源を活用して集客を

図る「稼げる観光地づくり」を

目指し、検討委員会を立ち上

げ、観光行政の更なる推進

を図ります。

有害鳥獣防除事業

2,472万円
有害鳥獣捕獲活動を促進

させる取り組みに対して助成

を行うことで、有害鳥獣によ

る農作物被害等の軽減を図

ります。

○有害鳥獣防除事業 2,472万円

○漁港等施設整備事業 1億3,426万円

○稼げる観光地づくり検討委員会負担金 400万円

○生活支援体制整備事業 458万円

まちの活性化を図るため「くらしの安心」

のまちづくりに取り組みます。

主
な
事
業

.

☆pｉｃｋup ☆pｉｃｋup

☆pｉｃｋup☆pｉｃｋup

☆pｉｃｋup ☆pｉｃｋup

６月補正予算で新たに編成した主な予算（肉付け予算）

こどもの安心

いのちの安心

くらしの安心
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土砂災害に注意！

地すべり

がけ崩れ

土石流

大雨のあとは・・・

傾斜の急な斜面が崩れる

山から崩れた土や石が、水
と一緒になってものすごい
勢いで流れ下ってくる

やや傾斜のゆるい斜面
が、広い範囲にわたって
かたまりのまま動く

がけ崩れの前ぶれ

○がけから小石がパラパラ落ちてくる。
○樹木が揺れたり、傾いたりする。
○斜面から水がわき出る。
○斜面にひび割れができる。

土石流の前ぶれ

○川や沢の中でゴロゴロという音がする。
○川や沢の水が濁り、生の木が流れてく
　る。
○山鳴りがしたり、異常なにおいがする。
　地鳴りがする。
○雨が降り続いているのに川や沢の水が
　減る。

地すべりの前ぶれ

○池の水が濁ったり、減ったりする。
○山の樹木がザワザワとさわぐ。木の裂け
　る音がしたり、木の根が切れる。
○地鳴りや山鳴りがする。
○わき水が増える。
○地面にひび割れや段差ができる。

　台風や大雨によって土砂災害（がけ崩れ・土石流・地すべり等）が引き起こ
される危険があります。
　身のまわりでこのような現象が起こったら、すぐに近所の人や市役所に知らせ、安全な場
所に避難しましょう。特に大雨が降っているとき、降ったあとは要注意です。

※最低限覚えておくべき３つのポイント
◆雨に注意しましょう！
１時間に 20 ミリ以上、または降り始めてから 100 ミリ以上の降雨量になったら危険信号といわれ
ているので、注意が必要です。

土石流は速度が速いため、土砂の流れる方向に対して、直角に逃げるようにしましょう。
◆逃げ方を覚えましょう！

◆避難場所を決めておきましょう！
日頃から家族全員で避難場所や避難する道順を決めておきましょう。

気象機関が発表する気象情報（特に大雨洪水警報など）には十分注意し、
避難など早めの対策を取るようにしましょう。
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施設名 指定期間（予定） 担当課（連絡先）
　○高尾野地域社会体育施設等（13 施設）

2019 年４月 1日～
2022 年３月 31 日
の３年間
（ただし、当該施設
の指定を継続して
受けようとする指
定管理者候補者は
2024 年３月 31 日
までの５年間）

市民体育課
（☎ 63 － 4140）

　　・高尾野体育館 　・江内運動広場
　　・高尾野武道館 　・江内体育館
　　・高尾野運動場 　・高尾野きらめきドーム
　　・高尾野工業団地運動場 　・高尾野多目的広場
　　・高尾野公民館 　・高尾野ふれあい公園
　　・高尾野農村環境改善センター 　・高尾野工芸館
　　・下水流農業者トレーニングセンター
　○野田社会体育施設等（６施設）
　　・野田体育館 　・野田武道館
　　・野田運動場 　・野田弓道場
　　・野田農村環境改善センター 　・岩淵公民館

　○公開武家屋敷「竹添邸」「税所邸」 産業振興総務課
（☎ 63 － 4800）

　

市
で
は
、
住
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
お

よ
び
効
率
的
な
施

設
運
営
を
行
う
た

め
、
公
の
施
設
の
管

理
運
営
を
民
間
事

業
者
な
ど
の
法
人
等
に
行
っ
て
い
た
だ
く
指

定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
本
年
度
末
で
指
定
期
間
が
満
了

す
る
次
の
施
設
に
つ
い
て
、
指
定
管
理
者
を

希
望
す
る
法
人
等
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
要
項

　

８
月
中
旬
以
降
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

　

載
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

募
集
の
期
間

　

募
集
要
項
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格

　

募
集
要
項
の
資
格
要
件
を
満
た
す
法
人
ま

　

た
は
団
体

※
そ
の
他
現
地
説
明
会
の
日
程
等
、
詳
し
く

　

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か

　

担
当
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
　

次
の
表
の

担
当
課（
連
絡
先
）

に
な
り
ま
す
。

公
の
施
設
の

　
指
定
管
理
者
を
募
集

※施設は現在の指定管理状況です。詳しくは、市ホームページでご確認ください。

災害避難時のタクシー
利用料を助成します！

　災害から自分の身を守る最善の方法は、災害が発生する場所
に居合わせないことです。大雨や台風で危ないと感じるときは、
早めに安全な場所に避難するようにしましょう。
　この度、市民の皆さまの「いのちの
安心」の実現のため、市の避難所開設
時にタクシーを利用し、避難される高
齢者等の方々に対し、タクシー利用料
を助成する制度を創設しました。

対象者　〇 80 歳以上の方
　　　　〇自動車運転免許証を自主返納された方
　　　　〇身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方
助成額　　1,000 円を上限に往路分のタクシー利用料（避難所開設期間内１回）
利用方法　事前の登録申請が必要ですので、本庁福祉課または各支所総合市民課で申請してください。
　　　　　申請に当たっては、対象者であることを証する書類（身分証明書（マイナンバーカード、
　　　　　健康保険被保険者証等）、運転免許自主返納カード等、障害者手帳）が必要です。
　　　　　原則として、自宅から最寄りの避難所への避難が対象です。
 本庁福祉課（☎ 63 － 4085）
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～地域ぐるみで子どもたちを守ることが大切です～

 

３３六月田橋 

３４ 江良川砂防ダム 

１６ 小僧淵 
  

出水高 

出水小 

市立図書館 

白木川内温泉 

米ノ津駅 

市立総合医療センター 

下水流小 

野
田
郷 

米ノ津港 

名護港 ▲ 

▲ 
土取山 

▲ 

鬼岳 

鮎川 

宮之元 

大川内小 

２ 高川ダム  

３ 五万石溝 頭首口  

５ 観音淵  

１２ 上谷池  

１３ 蕨島一帯 

出水駅 

１ 轟の瀬  

６ 白淵  

大川内中 

東出水小 

出水警察署 

矢筈岳 

野田小 

出水商業高 

米ノ津中 

米ノ津小 

文化会館 

クレインパーク 

１０ 知識井堰  

８ 梁橋  

青年の家 

野田支所 

高尾野中 

高尾野小 

医師会立第二病院 

１５ 坂本川の府津野淵上流  

西出水駅 

出水中央高 

医療センター 

高
尾
野
駅 

高
尾
野
支
所 

７ 水天淵  

９ 大井手井堰  

１１ 武本橋  

４ 合流点付近  

下平野 

日添 

芭蕉 

東光山公園 

下中 

砂原 

高尾野ダム 

御手洗ダム 

上水流 

荒崎 

大久保 

下高尾野 

米ノ津東小 

敬老園 

１４ ワッゾン淵  

蕨島 

出水工 西出水小 

荘小 

荘中 

八幡 

出水中 

蕨島小 

ツル観測センター 

出水市役所 

１７ 山神橋 
１８ 樋掛橋 

１９ 矢房橋 

２０ 千間山橋 
２１ 上水流橋 

２２ 下原橋 

江内小 

江内中 

野田中 

２３ 嶽ダム  

２５ 涼松ため池 

２４ 野田川 

２６ 若宮ため池 

２７エンガキため池 

２８熊野神社前ため池 

２９ 木串池 

３０ 冷筋の池 

野口漁港 

２０１８年度 

水難事故危険区域地図 

３１ 平坊の池 

３２ 椎井手  

多
く
の
〝
目
〟
で
見
守
り
、

子
ど
も
た
ち
を
事
故
か
ら
守

り
ま
し
ょ
う

水難事故防止運動強調期間　７月 21 日（土）～８月 31 日（金）

出水市水難事故・交通事故防止対策連絡会　共通実践事項
　・海や河川での子どもたちだけの水遊びは禁止。
　・自転車乗車時のルール遵守を徹底する。
　・大人が手本となるよう努める。

　

夏
休
み
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
水
難

事
故
が
起
こ
り
や
す
い
時
期
で
す
。

　

市
で
は
、
子
ど
も
た
ち
を
水
難
事
故
か
ら

守
る
た
め
に
、
下
の
箇
所
を
危
険
区
域
と
し

て
指
定
し
、
海
や
河
川
で
の
子
ど
も
た
ち
だ

け
の
水
遊
び
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。
市
内
の

海
や
河
川
で
、
遊
泳
場
と
し
て
指
定
し
て
い

る
場
所
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
家
庭
内
に
お

い
て
親
子
で
し
っ
か
り
と
確
認
し
、
事
故
が

起
き
な
い
よ
う
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
交
通
事
故
防
止
の
た
め
に
、
日
頃

か
ら
子
ど
も
た
ち
に
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
よ

う
に
、
学
校
や
家
庭
、
地
域
ぐ
る
み
で
声
掛

け
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
特
に
、
自
転
車
利
用

に
よ
る
事
故
が
市
内
で
も
発
生
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
二
人
乗
り
や
無
灯
火
運
転
を
し
な

い
な
ど
、
自
転
車
乗
車
時
の
ル
ー
ル
遵
守
の

徹
底
を
地
域
ぐ
る
み
で
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
県
の
条
例
に
よ
り
、
中
学
生
以
下

の
自
転
車
乗
車
時
は
、
保
険
へ
の
加
入
お
よ

び
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
が
義
務
化
さ
れ
て
い
ま

す
。
自
転
車
に
乗
る
前
に
、
保
険
加
入
や
適

用
期
間
に
つ
い
て
、
各
家
庭
で
確
実
に
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

　

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
に
つ
い
て
も
、
各
家
庭

で
徹
底
さ
せ
る
と
と
も
に
、
地
域
ぐ
る
み
で

の
声
掛
け
を
充
実
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

 出水市水難事故・交通事故防止対策連絡会事務局
　（本庁学校教育課内　☎ 63 － 4079）
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はじめよう！ごみのダイエット♪

家庭用生ごみ処理機の購入に対して報償金制度があります

※ごみ減量に関するアイデアをお持ちの方は、ご連絡ください。

〇報償金制度の概要
品　目 報償金の額

電動生ごみ処理機 25,000円を上限に経費の２分の１の額

生ごみ処理器 3,000円を上限に経費の2分の1の額

水切り容器 2,000円を上限に経費の2分の1の額

〇報償金制度利用者の声
30 代女性 70 代女性 60 代男性 30 代男性

世帯の人数 ２人 ２人 ３人 ３人

購入した品目 電動生ごみ処理機 電動生ごみ処理機 コンポスト 電動生ごみ処理機

制度の利用回数 初めて ２回目 初めて 初めて

処理機の使用頻度 毎日 毎日 毎日 毎日

処理機の使用目的 ごみの減量とプラ
ンターの肥料作り

ごみの減量とプラ
ンターの肥料作り

みかんの木等の肥
料作り ごみの減量

制度を利用した感想 ごみの量が減り、
臭いもしないの
で、ごみの収集日
まで臭いに悩まさ
れる心配もなくな
り、大変助かって
いる。

10年近く前に購入
した電動生ごみ処
理機が壊れたた
め、新しく買い替
えるのに利用。電
動生ごみ処理機は
高価だが、制度を
利用することで安
く購入でき、手軽
に使えるので皆さ
んにお薦めした
い。

既に使用している
コンポストに追加
で購入するため制
度を利用した。コ
ンポストは大量に
堆肥が作れるの
で、重宝してい
る。報償金が2分の
1なので安く購入で
き大変よかった。

毎日処理できて、
ごみの収集日を気
にすることなく生
ごみを処理できる
のと、ごみの量が
減ったのがうれし
い。報償金もほぼ
半額出たので、大
変助かった。

※詳細は生活環境課へお問い合わせください。

～水の事故を防ごう～
　夏は、海や川などで遊ぶ機会が増える季節です。
　毎年、全国でアウトドアでの水難事故、ため池・貯水槽や水路への転落事故が発生しています。水
の事故を防止するためには、自然を甘く見ず、危険をきちんと認識することが重要となりますので、
子どもたちが危険な場所に近づかないよう、ご家族の他、地域全体での注意喚起をお願いします。
　また、ため池等を管理される方は、日頃から危険箇所の点検を行い、必要に応じて防護柵や看板設
置などの安全対策をお願いします。

 本庁安全安心推進課（☎ 62 － 0203）

 本庁生活環境課（☎ 63 － 4042）
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採
用
予
定
日
は
２
０
１
９
年
４
月
１

日
（
今
年
度
中
の
採
用
が
可
）
で
、
原

則
と
し
て
採
用
と
同
時
に
市
内
に
居
住

で
き
る
方
と
し
ま
す
。

 

９
月
16
日
（
日
）
午
前
９
時

 

出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

受
験
申
込
受
付
期
間　
８
月
１
日（
水
）

　

～
同
31
日
（
金
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
土
・
日
、
祝
日
を
除
き
ま
す
。
郵
送

　

の
場
合
は
、
最
終
日
到
着
分
に
限
り

　

受
け
付
け
ま
す
。

受
験
手
続

　

受
験
申
込
書
（
出
水
総
合
医
療
セ
ン

　

タ
ー
経
営
企
画
課
、
各
診
療
所
、
本

　

庁
総
合
案
内
所
に
準
備
、
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
に
必
要
事
項
を
記

　

入
の
上
、
当
セ
ン
タ
ー
経
営
企
画
課

　

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
受
験
申
込

　

書
の
請
求
お
よ
び
提
出
は
郵
送
で
も

　

可
能
で
す
。
請
求
さ
れ
る
と
き
は
、

　

封
筒
の
表
に
「
受
験
申
込
書
請
求
」

　

と
朱
書
き
し
、
１
２
０
円
切
手
を
貼

　

付
し
た
宛
て
先
明
記
の
返
信
用
封
筒

　
（
角
型
２
号
封
筒
：
Ａ
４
判
サ
イ
ズ
）

　

を
同
封
の
上
、
経
営
企
画
課
に
請
求

　

し
て
く
だ
さ
い
。

・

 

〒
８
９
９

－

０
１
３
１

　

出
水
市
明
神
町
５
２
０
番
地

　

出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

　

経
営
企
画
課
総
務
係

　
（
☎
�
１
６
１
１
）

出
水
市
病
院
事
業

職
員
採
用
試
験

職　種 採用予定
人員 受験資格（①、②いずれの要件も満たす者）

看護師 ４人程度 ① 1973（昭和 48）年４月２日以降に生まれた者
② 看護師の資格を有する者または 2018 年度実施の国家試験で資格取得見込みの者

職　種 採用予定
人員 受験資格（次のいずれの要件も満たす者とします。）

一般事務職
Ａ 15 人程度

① 1989（平成元）年４月２日～ 1997（平成９）年４月１日の間に生まれた者
②学校教育法に基づく大学（短期大学を除く。）またはこれと同等と認める大学等を卒業した
　者（来年３月までに卒業する見込みの者を含む。）

一般事務職
Ｂ ５人程度

① 1993（平成５）年４月２日～ 2001（平成 13）年４月１日の間に生まれた者
②学校教育法に基づく高等学校卒業程度の学力を有する者（来年３月までに卒業する見込み
　の者を含む。）
※ただし、一般事務職Ａの受験資格②を満たす者を除く。

一般事務職
Ｃ 若干人

① 1989（平成元）年４月２日～ 2001（平成 13）年４月１日の間に生まれた者
②学校教育法に基づく高等学校卒業程度の学力を有する者（来年３月までに卒業する見込み
　の者を含む。）
③身体障害者福祉法に規定する身体障害者手帳１級から６級の交付を受けている者
④自力により通勤ができ、かつ、介護者なしに職務の遂行が可能な者

一般事務職
D 若干人

① 1983（昭和 58）年４月２日～ 1989（平成元）年４月１日の間に生まれた者
②学校教育法に基づく高等学校卒業程度の学力を有する者
③民間企業等における職務経験を直近６年中５年以上有する者

消防職
（初級） 若干人

① 1993（平成５）年４月２日～ 2001（平成 13）年４月１日の間に生まれた者
②学校教育法に基づく高等学校卒業程度の学力を有する者（来年３月までに卒業する見込み
　の者を含む。）
③両眼とも裸眼視力が０．３以上あること。
④色覚、聴力とも正常であること。

土木技術職 若干人
① 1993（平成５）年４月２日以降に生まれた者
②学校教育法に基づく高等学校卒業程度の学力を有する者（来年３月までに卒業する見込み
　の者を含む。）
③土木専門課程を卒業した者（来年３月までに卒業する見込みの者を含む。）

建築技術職 若干人

① 1983（昭和 58）年４月２日以降に生まれた者
②学校教育法に基づく高等学校卒業程度の学力を有する者（来年３月までに卒業する見込み
　の者を含む。）
③１級建築士の資格を有する者または採用後１級建築士の受験資格取得後３年以内に同資格
　を取得できる者

　

採
用
予
定
日
は
、
２
０
１
９
年
４
月
１

日
で
、
い
ず
れ
の
職
種
も
原
則
と
し
て
採

用
と
同
時
に
市
内
に
居
住
で
き
る
方
と
し

ま
す
。

採
用
予
定
職
種
、
採
用
予
定
人
員
お
よ
び

受
験
資
格　
下
の
表
の
と
お
り

 

９
月
16
日
（
日
）
お
よ
び
同
17
日
（
月
）

　

両
日
と
も
午
前
９
時
～

※
終
了
時
間
な
ど
は
、
職
種
に
よ
っ
て
異

　

な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合

　

わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

市
役
所
本
庁
舎
ほ
か

受
験
申
込
受
付
期
間　

８
月
１
日
（
水
）

　

～
同
23
日
（
木
）

　
（
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
）

※
土
・
日
、
祝
日
は
除
き
ま
す
。
郵
送
の

　

場
合
は
、
最
終
日
到
着
分
に
限
り
受
け

　

付
け
ま
す
。

受
験
手
続

受
験
申
込
書
（
本
庁
総
合
案
内
所
、
各

支
所
総
合
市
民
課
に
準
備
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
総
務
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
験
申
込
書
の
請
求
お
よ
び
提
出
は
、

郵
送
で
も
可
能
で
す
。
請
求
さ
れ
る
と

き
は
、
封
筒
の
表
に
「
受
験
申
込
書
請

求
」
と
朱
書
き
し
、
１
２
０
円
切
手
を

貼
付
し
た
宛
て
先
明
記
の
返
信
用
封
筒

（
角
型
２
号
封
筒
：
Ａ
４
判
サ
イ
ズ
）

を
同
封
の
上
、
総
務
課
に
請
求
し
て
く

だ
さ
い
。

・

 

〒
８
９
９

－

０
２
９
２

　

出
水
市
緑
町
１
番
３
号

　

出
水
市
役
所
総
務
課
職
員
係

　
（
☎
�
４
０
２
３
）

出水市職員採用試験を行います
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成人式実行委員会のメンバーを募集
～一生に一度きりの成人式を盛り上げてみませんか？～

　市では、2019 年１月５日（土）に 2019（平成 31）年出水市成人式を開催します。
　対象者は、今年度 20 歳を迎える新成人の方です。（下記対象者を参照）
　成人式の企画運営を行う「成人式実行委員会」に参加する新成人を募集します。アイデアを出し合い自分
たちの成人式を一生の思い出にしませんか。
　申し込みは、１人でもグループ単位でもできます。一緒に成人式を盛り上げましょう！

　実行委員募集期限　８月 31 日（金）

・
　本庁生涯学習課
　（☎ 63 － 4121）

出水市成人式日程等

期　日　2019年１月５日（土）
会　場　市文化会館
日　程　受 付 時 間　午前10時～同10時30分
　　　　記念写真撮影　午前10時35分～同11時15分
　　　　式　　　　典　午前11時30分～午後０時30分
対象者　1998（平成10）年４月２日
　　　　　　　～1999（平成11）年４月１日に生まれた方

 マルイ農業協同組合
　総合管理部人事課（☎ 63 － 0531）
　ホームページアドレス：http://www.marui.or.jp
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「
ツ
ル
と
歴
史
の
ま
ち
応
援
基
金
」
報
告
と
寄
付
金
募
集
の
お
願
い

 

通
知 

 
寄付金控除の

申告（寄付受入

書添付） 
 
 

 
当該年の 
所得税から 
税軽減 

 
 

 
翌年度の 
住民税から 
税軽減 

 
寄付申込書 
 
 
寄付ご賛同 
 
 
寄付受入書 

 
 
事業検討 

出
水
市
ツ
ル
と
歴
史
の
ま
ち 

応
援
基
金 

事
業
実
施
・
公
表 

「ツルと歴史のまち応援基金」（ふるさと納税制度）の税軽減のしくみ 

居
住
地
の 

税
務
署 

居
住
地
の 

市
町
村 

寄
付
ご
賛
同
者 

居住地に納める住民税額のおおむね 2割を限度に、2,000円を超える寄付金について所得税
と個人住民税の軽減を受けることができます。 

★
寄
付
の
特
典
★

　

翌
年
度
か
ら
一
年
間
、
市
の
広
報
紙
等

を
発
送
し
ま
す
。

　

ま
た
、
１
万
円
以
上
の
ご
寄
付
を
い
た

だ
い
た
市
外
在
住
の
方
に
は
、
特
産
品
の

贈
呈
を
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、国
の
「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」

を
活
用
し
た
「
出
水
市
ツ
ル
と
歴
史
の
ま

ち
応
援
基
金
」
の
寄
付
金
の
募
集
を
行
っ

て
い
ま
す
。

２
０
１
７
年
度
は
１
９
３
５
件
の

個
人
お
よ
び
団
体
の
皆
さ
ま
か
ら
、

４
０
１
８
万
３
千
円
の
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
、
基
金
運
用
利
子
等
を
合
わ
せ
て
、
総

額
で
４
０
２
７
万
８
千
円
積
み
立
て
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

ご
賛
同
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
、
心
よ

り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

基
金
を
活
用
し
て
、
昨
年
度
は
、
社
会

体
育
施
設
整
備
事
業
、
地
域
プ
ロ
ス
ポ
ー

ツ
チ
ー
ム
応
援
事
業
等
の
９
事
業
に
総
額

２
６
２
３
万
５
千
円
を
充
て
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

２
０
１
８
年
度
は
外
木
場
義
郎
氏
（
市

ス
ポ
ー
ツ
推
進
大
使
）
ふ
る
さ
と
出
水
野

球
教
室
開
催
事
業
費
を
は
じ
め
７
事
業
に

充
て
る
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

寄
付
金
は
随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま

す
の
で
、
親
戚
や
知
人
等
市
外
在
住
の
皆

さ
ま
に
、
国
の
「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」

を
活
用
し
た
本
市
へ
の
寄
付
に
つ
い
て
、

ぜ
ひ
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

「
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」「
さ
と
ふ
る
」「
ふ

る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」
の
サ
イ
ト
を
利
用
し

た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の
お
申
し
込
み

も
可
能
で
す
。

２
０
１
７
年
度
【
ツ
ル
と
歴
史
の
ま
ち
応

援
基
金
】
寄
付
者
紹
介

　

寄
付
者
の
う
ち
、
居
住
地
お
よ
び
氏
名

（
イ
ニ
シ
ャ
ル
の
み
を
含
む
）
の
公
表
を
了

解
さ
れ
た
方
々
を
紹
介
し
ま
す
。

【
都
道
府
県
順
・
敬
称
略
】

北
海
道　
　
　
　
　
　
　

Ｓ
・
Ｔ

　
　

阿
部　

正
徳

青
森
県　
　
　
　
　
　
　

湊
谷　

浩

茨
城
県　
　
　
　
　
　
　

吽
野　

清
子

　
　

中
川　

剛
伸

群
馬
県　
　
　
　
　
　
　

菊
地　

威
史

　
　

篠
崎　

悠

埼
玉
県　
　
　
　
　
　
　

松
ヶ
角　

悠
司

　
　

五
十
嵐　

忠
守　
　

石
毛　

信
治

　
　

川
内　

輝
夫　
　
　

渡
邊　

俊
明

　
　

重
田　

伸
一　
　
　
Ｊ
・
Ｓ

　
　

小
川　

き
よ　
　
　

八
木　

健

　
　

原
田　

幸
太
郎　
　

加
藤　

悦
子

千
葉
県　
　
　
　
　
　
　

本
田　

義
信

　
　

下
山　

猛
男　
　
　

山
本　

幸
正

　
　

Ｓ
・
Ｔ　
　
　
　
　

前
野　

弘
幸

　
　

Ｎ
・
Ｍ　
　
　
　
　

吉
永　

椋

　
　

鎗
田　

善
裕　
　
　

Ｈ
・
Ｙ

２
０
１
７
年
度
は
４
０
１
８
万
３
千
円
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た書

類
請
求
・
制
度
の
問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
企
画
政
策
課
総
合
政
策
係

　
（
☎
�
４
０
３
６
）

　
　

松
田　

旭
一　
　
　
　

東
京
都　
　
　
　

福
島　

安
巳
・
幾
子

　
　

清
水　

忠　
　
　
　

伊
福　

正
明

　
　

松
浦　

昭
則　
　
　

窪
田　

勝

　
　

小
村　

三
千
代　
　

野
間
口　

至

　
　

高
松　

義
悌　
　
　

野
間
口　

有

　
　

橋
本　

安
光　
　
　

大
橋　

一
貴

　
　

Ｓ
・
Ｒ　
　
　
　
　
Ｊ
・
Ｋ

　
　

宇
徳　

和
美　
　
　

大
島　

洋
志

　
　

Ｍ
・
Ｍ　
　
　
　
　

Ｍ
・
Ｙ

　
　

溝
川　

祐
樹　
　
　

Ｕ
・
Ｋ

　
　

萩
原　

祐
介　
　
　

東
園　

盛
男

　
　

河
野　

雅
明　
　
　

脇　

和
幸

　
　

Ｆ
・
Ｒ　
　
　
　
　

佐
藤　

正
忠

　
　

岡
部　

憲
郎　
　
　

福
井　

悠
介

　
　

石
畑　

英
幸　
　
　

河
野　

寛
史

　
　

齊
藤　

邦
彦　
　
　

軸
薗　

勝
久

　
　

山
口　

綾
子　
　
　

Ｈ
・
Ｓ

　
　

兒
島　

弘
明　
　
　

Ｓ
・
Ｍ

　
　

Ｋ
・
Ｓ　
　
　
　
　

竹
村　

智
之

　
　

二
宮　

博
文　
　
　

大
野　

新
司

　
　

乗
田　

泰
子　
　
　

根
占　

路
洋

　
　

Ｙ
・
Ｔ　
　
　
　
　

谷
口　

壽
夫

神
奈
川
県　
　
　
　
　
　

宮
川　

幸
男

　
　

山
口　

睦
男　
　
　

松
永　

幸
一

　
　

田
中　

勝
之　
　
　

松
﨑　

正
利

　
　

金
子　

英
男　
　
　

古
川
園　

龍
藏

　
　

Ｏ
・
Ｙ　
　
　
　
　

前
原　

亮
介

　
　

小
澤　

穣　
　
　
　

Ｏ
・
Ｓ

　
　

田
中　

大
輔　
　
　

松
ヶ
野　

和
博
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山
井　

志
朗　
　
　

橋
本　

隆

　
　

劉　

美
奈
子　
　
　

北
原　

亮

　
　

井
上　

通
行　
　
　

清
水　

修
司

　
　

松
下　

亮　
　
　
　

中
村　

徹
哉

　
　

岩
田　

哲
郎　
　
　

Ｉ
・
Ｔ

　
　

Ｎ
・
Ｔ　
　
　
　
　

Ｙ
・
Ｔ

　
　

唐
崎　

富
夫　
　
　

Ｅ
・
Ｔ

　
　

Ｔ
・
Ｅ　
　
　
　
　

Ｉ
・
Ｈ

新
潟
県　
　
　
　
　
　
　

石
田　

房
夫

　
　

近
藤　

久
美
子

山
梨
県　
　
　
　
　
　
　

櫻
井　

一
孝

長
野
県　
　
　
　
　
　
　

Ｉ
・
Ｎ

石
川
県　
　
　
　
　
　
　

中
村　

友
治

岐
阜
県　
　
　
　
　
　
　

山
本　

明
義

　
　

久
野　

裕
規

静
岡
県　
　
　
　
　
　
　

Ｍ
・
Ｍ

愛
知
県　
　
　
　
　
　
　

御
所
園　

輝
雄

　
　

倉
橋　

純　
　
　
　

中
川　

知
己

　
　

中
村　

敏
和　
　
　

鈴
木　

智
博

　
　

Ｎ
・
Ｔ　
　
　
　
　

木
村　

和
義

　
　

Ｈ
・
Ｍ　
　
　
　
　

桶
田　

忠
幸

三
重
県　
　
　
　
　
　
　

Ａ
・
Ｈ

滋
賀
県　
　
　
　
　
　
　

小
野　

一
也

　
　

小
原　

繁　
　
　
　

山
田　

智

京
都
府　
　
　
　
　
　
　

Ｔ
・
Ｔ

大
阪
府　
　
　
　
　
　
　

長
野　

利
昭

　
　

椿　

實
雄　
　
　
　

橋
上　

健
太
郎

　
　

松
永　

靖
子　
　
　

大
石
田　

君
子

　
　

Ｙ
・
Ａ　
　
　
　
　

加
藤　

太
輔

　
　

奥
林　

友
美　
　
　

阿
多　

明
直

　
　

Ｎ
・
Ｍ　
　
　
　
　

出
水　

豊
明

　
　

大
谷　

拓
也　
　
　

大
漉　

徹

　
　

Ｎ
・
Ｍ　
　
　
　
　

Ｏ
・
Ｔ

　
　

須
磨　

陽　
　
　
　

萩
田　

章
子

　
　

仁
田
原　

雅
夫　
　

Ｈ
・
Ｈ

　
　

Ｍ
・
Ｔ　
　
　
　
　

Ｈ
・
Ｍ

　
　

古
城　

裕
之　
　
　

宮
脇　

正
三

兵
庫
県　
　
　
　
　
　
　

吉
野　

美
佐
子

　
　

植
田　

幸
吉　
　
　

尾
籠　

透

　
　

Ｙ
・
Ｙ　
　
　
　
　

北
川　

彰
洋

　
　

Ａ
・
Ｔ　
　
　
　
　

小
路　

晴
夫

　
　

Ｋ
・
Ｔ　
　
　
　
　

濱
田　

由
和

　
　

福
元　

好　
　
　
　

松
元　

増
夫

　
　

Ｎ
・
Ｈ　
　
　
　
　

高
橋　

操

奈
良
県　
　
　
　
　
　
　

秋
田　

常
夫

　
　

Ｎ
・
Ｒ

和
歌
山
県　
　
　
　
　
　

寺
岡　

功
好

広
島
県　
　
　
　
　
　
　

吉
岡　

鉄
也

　
　

岩
本　

清　
　
　
　

宮
脇　

信
也

山
口
県　
　
　
　
　
　
　

金
井　

龍
夫

愛
媛
県　
　
　
　
　
　
　

福
井　

敦
子

　
　

Ｓ
・
Ｈ

福
岡
県　
　
　
　
　
　
　

椿　

道
雄

　
　

小
山　

俊
治　
　
　

飯
牟
禮　

学

　
　

岐
部　

善
治　
　
　

平
田　

康
朗

　
　

番
家　

久
暢　
　
　

山
口　

達
也

　
　

Ｅ
・
Ｋ　
　
　
　
　

金
子　

恒
一
郎

　
　

徳
冨　

進　
　
　
　

加
治　

浩
三

長
崎
県　
　
　
　
　
　
　

中
村　

啓
子

　
　

田
頭　

政
彦

熊
本
県　
　
　
　
　
　
　

樋
口　

信
夫

大
分
県　
　
　
　
　
　
　

Ｔ
・
Ｋ

鹿
児
島
県　
　
　
　
　
　

吉
冨　

紀
正

　
　

吉
冨　

淑
子　
　
　

三
浦　

幸
雄

　
　

Ｙ
・
Ｔ　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

株
式
会
社
ア
ジ
ア
技
術
コ
ン
サ
ル
タ

　
　

ン
ツ
代
表
取
締
役　

塚
田
秀
麿　
　

【
２
０
１
８
年
３
月
31
日
現
在
】

▽ 2017 年度に基金を活用した事業

事業名 概　要

国際姉妹都市交流事業 台湾埔里鎮との姉妹都市盟約締結
に係る事業

地域プロスポーツチーム
応援事業

鹿児島ユナイテッドＦＣを通じた
サッカー教室等の開催

大韓民国順天市青少年
交流事業

姉妹都市大韓民国順天市との青少
年相互派遣交流事業

山田昌巌没後350年記念事業 灰塚周辺舗装および案内看板の整
備

小・中学校楽器購入事業 授業等で使用する楽器の購入

文化財保護対策事業
（出水御仮屋門保存修理）

修理・保存のための解体調査およ
び実施設計

社会体育施設整備事業 総合運動公園陸上競技場および野
球場の整備、体育関係備品の購入

かごしま国体に向けた
競技力向上計画事業

本市出身選手を輩出するための競
技力向上事業

友好都市釧路市交流事業 友好都市北海道釧路市との文化交
流事業 社会体育施設整備事業

地域プロスポーツチーム応援事業

大韓民国順天市青少年交流事業
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－　関西出水会　－
会　　長　尾籠　透（高尾野出身）
日　　時　10 月６日（土）　午前 11 時 30 分から
場　　所　ホテルプリムローズ大阪
　　　　　大阪市中央区大手前３－１－４３
参 加 者　出水市（旧出水、旧高尾野、旧野田）出身、

高校時代を出水で過ごした方、出水に縁の
ある方で、主に関西方面にお住まいの方

　　　　　（会員数約 2,000 人）
連 絡 先　関西出水会事務局
　　　　　筒井　末人（大川内出身）
　　　　　（☎・ＦＡＸ 06 － 6401 － 7322）
　　　　　( ☎ 090 － 8790 － 6413)

－　東京高尾野会　－
会　　長　唐崎　富夫（高尾野出身）
日　　時　10 月 27 日（土）午後０時 30 分から
場　　所　東海大学校友会館
　　　　　東京都千代田区霞が関３－２－５（霞が関ビル

35 階）
参 加 者　旧高尾野出身で、主に関東方面にお住まいの

方（会員数約 1,100 人）
連 絡 先　東京高尾野会事務局
　　　　　唐崎　富夫
　　　　　（☎ 03 － 3239 － 2127）
　　　　　（ＦＡＸ 03 － 3239 － 3498）
　　　　　コンピューター・テクノロジー株式会社内

－　関東ふるさと出水会　－
会　　長　宮川　幸男（米ノ津出身）
日　　時　10 月 28 日（日）正午から
場　　所　大手町サンケイプラザ
　　　　　東京都千代田区大手町 1－ 7－ 2
参 加 者　旧出水市出身・出水に縁のある方で、主に関

東方面にお住まいの方
　　　　　　　（会員数約 1,700 人）
連 絡 先　関東ふるさと出水会事務局
　　　　　山口　睦男（東出水出身）
　　　　（☎ 03 － 3221 － 6205）
　　　　（ＦＡＸ 03 － 3221 － 6206）
　　　　　　　　　　　　ふるさと出水会

－　福岡・出水交流会　－
副 会 長　東　孝昭（西出水出身）
日 　 時　11 月 10 日（土）午後６時から
場 　 所　ホテルオークラ福岡
　　　　　福岡市博多区下川端町３－２
参 加 者　出水市（旧出水、旧高尾野、旧野田）出身、

高校時代を出水で過ごした方、出水に縁の
ある方で、主に福岡県および周辺県にお住
まいの方（会員数約 280 人）

連 絡 先　福岡・出水交流会事務局
　　　　　上松（出水出身）、田島（高尾野出身）
　　　　（☎ 092 － 596 － 7656）
　　　　（ＦＡＸ 092 － 596 － 7683）㈱アシュラン内

～　ふるさと会のご案内　～
関東、関西、福岡方面のふるさと会では、本年度の総会・懇親会への参加者を募集しています。
懐かしい顔がそろい、ふるさとの話に花が咲く楽しい行事になっています。各方面にお住まいの出水市出身

の親類、知人の皆さまへご案内ください。なお、東京野田会総会・懇親会は、５月 19 日（土）に盛大に開催
されました。
総会等への参加などの詳細については、各ふるさと会事務局または本庁シティセールス課（☎ 63 － 4040）

にお気軽にお問い合わせください。

検索

　

市
で
は
、
本
市
へ
転
入
し
、
定
住
さ
れ
る
方
（
Ｕ
Ｉ

Ｊ
タ
ー
ン
）
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
ご
親
戚
や
お
知
り

合
い
で
本
市
へ
の
移
住
・
定
住
を
お
考
え
の
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
ぜ
ひ
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

住
宅
に
関
す
る
支
援
策

①
空
き
家
バ
ン
ク

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
検
索
で
き
ま
す
。

②
不
動
産
情
報
収
集

　

お
好
み
の
条
件
で
、
市
が
代
わ
り
に
不
動
産
情
報
を

　

収
集
し
ま
す
。

③
定
住
住
宅
取
得
補
助

　

３
年
間
で
最
大
50
万
円
（
一
部
商
品
券
）
助
成
し
ま

　

す
。

④
定
住
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金

　

工
事
費
の
15
㌫
、
最
大
で
15
万
円
助
成
し
ま
す
。

市
外
通
勤
に
関
す
る
支
援

⑤
市
外
事
業
所
に
公
共
交
通
機
関
で
通
勤
す
る
方
に
、

　

定
期
券
代
の
２
分
の
１
を
３
年
間
助
成
し
ま
す
（
月

　

額
上
限
２
万
円　

通
勤
手
当
分
を
除
く
）

子
育
て
世
帯
向
け
支
援

⑥
中
学
生
以
下
の
子
が
い
る
世
帯
は
、
③
の
助
成
額
が

　

２
倍
（
最
大
１
０
０
万
円
相
当
）
に
な
り
ま
す
。

⑦
中
学
生
以
下
の
子
が
い
る
世
帯
で
民
間
賃
貸
住
宅
に

　

お
住
い
の
場
合
は
、
月
額
家
賃
の
２
分
の
１
を
最
大

　

３
年
間
助
成
し
ま
す
。（
月
額
上
限
２
万
円　

住
宅

　

手
当
お
よ
び
駐
車
場
代
等
を
除
く
）

⑧
高
校
を
卒
業
す
る
ま
で
医
療
費
が
実
質
無
料

※
各
支
援
策
に
は
、
各
種
条
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

　

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

本
庁
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
課
（
☎
�
４
０
６
１
）

移
住
・
定
住
を
支
援
し
ま
す
！
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ブロック塀等の安全対
策をお願いします！

　６月 18 日に発生した大阪府北部を震源とする地震（震度６
弱）により、ブロック塀や組積造の塀が倒壊し、死傷者が出る
など大きな被害が発生しました。
　倒壊したブロック塀等は、通行人に危害を及ぼすだけでなく、
道路をふさぎ、被災者の避難や救助活動を妨げます。建築基準
法の規定を満足するブロック塀等は、大きな地震にも耐えるこ
とができますが、厳しい自然環境のもとで年数とともに老朽化
し、ブロックのひび割れや欠け、鉄筋のさび、塀の傾き等が発
生します。

　ブロック塀等の維持管理は、所有者・管理者の責任であり、「ブロック塀の点検のチェックポイント」
を用いて点検・診断し、危険性が確認された場合には、建築士や専門業者に相談するとともに、付近
通行者への速やかな注意表示および補修・撤去等の対応をお願いします。

▽国土交通省ホームページから一部転用

 北薩地域振興局土木建築課建築係（☎ 0996 － 25 － 5292）　本庁都市計画課（☎ 63 － 4065）

ブロック塀の点検のチェックポイント

出典：
パンフレット「地震からわが家を守ろう」日本建築防災協会　2013.1 より一部改

黙とうをお願いします。
　原爆死没者の冥福と世界恒久平和の実現を祈念するため、次のとおり黙とうが行われま
す。皆さまのご家庭等でも、同時刻に黙とうをお願いします。
広島原爆死没者の慰霊および平和祈念の黙とう
　８月６日（月）午前８時 15 分
長崎原爆死没者の慰霊および平和祈念の黙とう
　８月９日（木）午前 11 時２分
全国戦没者追悼式における黙とう
　８月 15 日（水）正午
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※
武
家
屋
敷
内
の
案
内
は
行
い
ま

　

せ
ん
。

 

無
料

 

出
水
麓
街
な
み
保
存
会　
　

　
（
☎
�
５
５
０
５
）

※
明
治
維
新
シ
ラ
ス
像
の
ラ
イ
ト

　

ア
ッ
プ
に
関
す
る
こ
と
は
、
本

　

庁
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
課
（
☎
�

　

４
０
６
１
）
に
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

　

出
水
麓
武
家
屋
敷
群
を
中
心
に

シ
ラ
ス
像
な
ど
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ

ン
ト
を
巡
る
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
を

開
催
し
ま
す
。
ク
イ
ズ
に
答
え
て

景
品
を
ゲ
ッ
ト
し
よ
う
！

 

９
月
22
日
（
土
）
午
前
９
時

　

30
分
～
正
午

※
受
付
開
始
は
午
前
９
時

※
小
雨
決
行

 

出
水
麓
武
家
屋
敷
群
周
辺

集
合
場
所　
出
水
保
育
園
横
駐
車
場

定
員　
18
チ
ー
ム
（
１
チ
ー
ム
２

　

人
～
４
人
）

※
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同

　

伴
に
限
り
ま
す
。

 

５
０
０
円
（
１
人
当
た
り
）

※
保
険
料
・
飲
み
物
代
込

 
９
月
７
日（
金
）ま
で
に
電
話
、

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
（
申
込
フ
ォ
ー
ム
）
の
い
ず

　

集
め
た
標
本
の
中
で
、
分
か
ら

な
か
っ
た
も
の
の
名
前
を
一
緒
に

調
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

 

８
月
18
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

 

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
い
ず
み

 

無
料

対
象
者　
小
学
生
以
上

※
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同

　

伴
に
限
り
ま
す
。

定
員　
各
分
野
14
組

※
１
組
20
分
ず
つ

 

８
月
３
日
以
降
に
電
話
で
お

　

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・

 

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
い
ず

　

み
（
☎
�
８
９
１
５
）

　

ア
マ
チ
ュ
ア
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
い
ず
み
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

 

８
月
26
日
（
日
）

　

午
後
１
時
30
分

　
（
開
場
は
午
後
１
時
）

 

市
音
楽
ホ
ー
ル

 

５
０
０
円

※
高
校
生
以
下
は
無
料

出
演
者
（
団
体
）

○Loving

　

今
年
も
「
野
田
郷
夏
祭
り
」
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

 

８
月
18
日
（
土
）
午
後
６
時

 

野
田
運
動
場

内
容

◯
午
後
６
時　

子
ど
も
み
こ
し

◯
午
後
６
時
30
分　

み
ん
な
で
踊

　

ろ
う

◯
午
後
７
時
10
分　

踊
り
と
演
奏

　
（
演
舞
）

◯
午
後
７
時
40
分　

ス
ペ
シ
ャ
ル

　

タ
イ
ム

◯
午
後
８
時
25
分　

太
鼓
演
奏

◯
午
後
８
時
40
分　

花
火
大
会

 

鶴
の
町
商
工
会
高
尾
野
本
所

　
（
☎
�
１
０
６
５
）

催
　
　
　
し

催
　
　
　
し

〇
サ
カ
シ
タ 

サ
ト
ミ

〇CLouds7

〇W

ケ
ン
ジ
そ
し
てY

A
K

U
IN

〇
市
民
バ
ン
ド
い
ず
み

〇obligado

〇Papillon w
ith B

〇BEA
T

　

PO
P

 

市
中
央
公
民
館

　
（
☎
�
２
１
０
６
）

　

市
公
開
武
家
屋
敷
「
竹
添
邸
」

で
は
、
お
盆
に
合
わ
せ
て
夕
涼
み

会
を
開
催
し
ま
す
。
麦
茶
や
ス
イ

カ
の
お
も
て
な
し
の
ほ
か
、
花
火

や
シ
ャ
ボ
ン
玉
、
け
ん
玉
な
ど
も

お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

　

夕
涼
み
会
の
２
日
間
は
、
出
水

麓
武
家
屋
敷
群
内
に
展
示
し
て
い

る
明
治
維
新
の
偉
人
た
ち
の
シ
ラ

ス
像
８
体
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
ま

す
の
で
、
シ
ラ
ス
像
と
竹
灯
籠
巡

り
も
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

 

８
月
13
日
（
月
）
～
同
14
日

　
（
火
）
午
後
５
時
～
同
９
時

※
明
治
維
新
シ
ラ
ス
像
の
ラ
イ
ト

　

ア
ッ
プ
は
午
後
７
時
～
同
９
時

※
小
雨
決
行

※
い
ず
み
観
光
牛
舎
茶
屋
で
は
飲

　

食
ブ
ー
ス
を
設
置
し
ま
す
。

 

市
公
開
武
家
屋
敷
「
竹
添
邸
」

※
屋
外
の
み
開
放
し
ま
す
。

野
田
郷
夏
祭
り

昆
虫
・
植
物
の

　
　
名
前
を
調
べ
る
会

市
自
主
文
化
事
業
♪

武
家
屋
敷
で
涼
ん
で
み

ま
せ
ん
か

明
治
維
新
シ
ラ
ス
像
パ
ー

ク
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

　

れ
か
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

　

い
。

　

①
代
表
者
の
氏
名
、
住
所
、
電

　

話
番
号
②
参
加
者
全
員
の
氏

　

名
、
性
別
、
年
齢

・

 

本
庁
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス

　

課
（
☎
�
４
０
６
１
）

　
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
�
１
３
３
１
）

　

ま
ち
歩
き
の
プ
ロ
東
川
隆
太
郎

さ
ん
が
明
治
維
新
シ
ラ
ス
像
パ
ー

ク
等
を
中
心
に
楽
し
く
ガ
イ
ド
し

ま
す
。

 

９
月
22
日
（
土
）
午
後
１
時

　

30
分
～
同
３
時
30
分

※
受
付
開
始
は
午
後
１
時

※
小
雨
決
行

集
合
場
所　
出
水
麓
歴
史
館

定
員　
30
人

 

２
千
円
（
施
設
入
館
料
含
む
）

 

９
月
７
日（
金
）ま
で
に
電
話
、

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
（
申
込
フ
ォ
ー
ム
）
の
い
ず

　

れ
か
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

　

い
。

　

①
代
表
者
の
氏
名
、
住
所
、
電

　

話
番
号
②
参
加
者
全
員
の
氏

　

名
、
性
別
、
年
齢

・

 

本
庁
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス

　

課
（
☎
�
４
０
６
１
）

　
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
�
１
３
３
１
）

出
水
麓
武
家
屋
敷
群
を

巡
る
ツ
ア
ー

17 16広報いずみ2018（平成30年）８月 広報いずみ2018（平成30年）８月



 

参
加
料
は
無
料
で
す
が
、
出

　

水
麓
歴
史
館
の
入
館
料
（
高
校

　

生
以
上
５
０
０
円
、
小
中
学
生

　

３
０
０
円
）
が
必
要
で
す
。

※
す
で
に
共
通
入
館
証
を
お
持
ち

　

の
方
は
入
館
証
の
提
示
の
み
で

　

入
館
で
き
ま
す
。

対
象
者　

誰
で
も
参
加
で
き
ま

　

す
。
た
だ
し
、
決
定
戦
は
、「
な

　

ん
こ
道
場
」
の
ル
ー
ル
で
行
い

　

ま
す
の
で
、「
な
ん
こ
道
場
」

　

へ
の
参
加
を
お
勧
め
し
ま
す
。

 
出
水
麓
歴
史
館
内
の
受
け
付

　

け
カ
ウ
ン
タ
ー
ま
た
は
電
話
で

　

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　
８
月
６
日
（
月
）
～

　

同
20
日
（
月
）

※
申
し
込
み
状
況
に
よ
っ
て
は
当

　

日
参
加
も
受
け
付
け
ま
す
。

そ
の
他　
成
績
上
位
者
に
は
賞
品

　

が
あ
り
ま
す
。

・

 

出
水
麓
歴
史
館

　
（
☎
�
１
３
９
０
）

　

夏
休
み
期
間
中
、
出
水
麓
歴
史

館
に
「
な
ん
こ
道
場
」
を
開
設
し

ま
す
。

　

南
九
州
に
伝
わ
る
昔
か
ら
の
遊

び
「
な
ん
こ
」
を
も
っ
と
知
っ
て

遊
び
た
い
、
友
達
や
家
族
で
対
戦

し
た
い
な
ど
、こ
の
夏
「
な
ん
こ
」

で
遊
ん
で
戦
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

開
設
期
間　
８
月
６
日
（
月
）
～

　

同
25
日
（
土
）

※
８
月
15
日
（
水
）
は
休
館
日

 

出
水
麓
歴
史
館

 

道
場
へ
の
参
加
料
は
無
料
で

　

す
が
、
出
水
麓
歴
史
館
の
入
館

　

料
（
高
校
生
以
上
５
０
０
円
、

　

小
中
学
生
３
０
０
円
）
が
必
要

　

で
す
。

※
す
で
に
共
通
入
館
証
を
お
持
ち

　

の
方
は
入
館
証
の
提
示
の
み
で

　

入
館
で
き
ま
す
。

対
象
者　
期
間
中
は
誰
で
も
、
い

　

つ
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

 

出
水
麓
歴
史
館

　
（
☎
�
１
３
９
０
）

 

８
月
26
日
（
日
）
午
後
１
時

　

30
分
～
同
３
時

 

出
水
麓
歴
史
館

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
出
水
麓
街
な
み
保

存
会
で
は
、
出
水
麓
歴
史
館
と
共

催
で
出
水
麓
の
歴
史
に
関
連
す
る

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
出
水
郷
第
３
代
地
頭

山
田
昌
巖
の
遺
徳
を
偲
び
、
そ
の

逸
話
や
出
水
麓
の
歴
史
な
ど
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

 

８
月
19
日
（
日
）
午
後
２
時

　

～
同
４
時

 

出
水
麓
歴
史
館

 

参
加
料
は
無
料
で
す
が
、
出

　

水
麓
歴
史
館
の
入
館
料
（
高
校

　

生
以
上
５
０
０
円
、
小
中
学
生

　

３
０
０
円
）
が
必
要
で
す
。

※
す
で
に
共
通
入
館
証
を
お
持
ち

　

の
方
は
入
館
証
の
提
示
の
み
で

　

入
館
で
き
ま
す
。

講
師　
出
水
歴
史
民
俗
資
料
館　

　

肱
岡　

隆
夫　

氏

 

本
庁
文
化
財
課

　
（
☎
�
２
１
０
８
）

　

市
で
は
、
夏
休
み
体
験
学
習
と

し
て
、「
環
境
学
習
施
設
見
学
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

夏
休
み
の
自
由
研
究
の
参
考
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

 

８
月
17
日
（
金
）

　

午
後
か
ら
５
時
間
程
度
（
移
動

　

時
間
を
含
む
）

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
申
込
者
に

　
個
別
に
お
伝
え
し
ま
す
。

 

（
見
学
先
）
熊
本
県
環
境
セ
ン

　

タ
ー
（
エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
内
）

 

無
料

内
容　
「
水
環
境
問
題
」
に
つ
い

　

て
の
学
習
、
万
華
鏡
制
作
、
館

　

内
見
学

対
象
者　
市
内
の
小
学
４
年
生
～

　

中
学
生

定
員　
先
着
20
人

 

８
月
10
日
（
金
）
ま
で
に
電

　

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
各
学
校
に
配
布
の

　

資
料
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

・

 

本
庁
生
活
環
境
課

　
（
☎
�
４
０
４
２
）

な
ん
こ
道
場
開
設

第
２
代
な
ん
こ
王

　
　
　
　
　
　
決
定
戦

出
水
麓
歴
史
講
座

夏
休
み
環
境
学
習

　
　
　
　
施
設
見
学
会

相
　
　
　
談

相
　
　
　
談

行
政
相
談
と
は

　

国
の
行
政
な
ど
へ
の
苦
情
や
意

見
、
要
望
を
行
政
相
談
委
員
な
ど

に
相
談
す
る
こ
と
で
す
。
こ
の
相

談
を
基
に
、
行
政
の
制
度
や
運
営

の
改
善
に
生
か
し
て
い
ま
す
。

行
政
相
談
委
員
は
ど
ん
な
人
？

　

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
民

間
有
識
者
で
す
。
無
報
酬
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
国
等
の
行
政

活
動
全
般
に
関
す
る
苦
情
や
相
談

を
受
け
付
け
、
相
談
者
へ
の
助
言

や
関
係
機
関
に
対
す
る
改
善
の
申

し
入
れ
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

８
月
９
日
（
木
）

※
毎
月
第
２
木
曜
日

　

午
前
10
時
～
正
午

 

市
社
会
福
祉
会
館

　

２
階
研
修
室

 

無
料

※
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

 

本
庁
総
務
課

　
（
☎
�
４
１
２
４
）

　

鹿
児
島
行
政
監
視
行
政
相
談
セ

　

ン
タ
ー
（
☎
０
９
９

－

２
２
４

　

－

３
２
４
７
）

定
例
行
政
相
談
所
開
設

自分で制作した作品（リ・グラスアート）を手に
満足げな子どもたち（昨年の様子）
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市
教
育
委
員
会
で
は
２
０
１
９

年
度
の
奨
学
生
を
予
約
募
集
し
ま

す
。

　

大
学
等
の
入
学
後
に
月
額
貸
与

す
る
修
学
資
金
に
加
え
、
入
学
前

に
貸
与
す
る
入
学
一
時
金
お
よ
び

そ
の
返
還
免
除
の
制
度
を
新
設
し

ま
し
た
。

申
込
方
法

　

所
定
の
申
込
書
（
本
庁
教
育
総

務
課
、
同
総
合
案
内
所
、
各
支
所

総
合
市
民
課
で
配
布
ま
た
は
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。）
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
推
薦
調
書
等
を
添
え
て

教
育
総
務
課
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

申
込
期
間　
８
月
１
日
（
水
）
～

　

９
月
28
日
（
金
）

応
募
資
格

※
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
必

　

要
が
あ
り
ま
す
。

修
学
資
金

①
大
学
、
高
等
専
門
学
校
、
大
学

　

院
、
短
期
大
学
、
専
修
学
校
の

　

専
門
課
程
、
専
門
職
大
学
ま
た

健
　
　
　
康

健
　
　
　
康

募
　
　
　
集

募
　
　
　
集

〇
大
学
、
短
期
大
学
、
専
修
学
校

　

の
専
門
課
程
、
専
門
職
大
学
、

　

専
門
職
短
期
大
学

　

一
括
50
万
円
以
内

奨
学
生
の
候
補
者
決
定

　

選
考
委
員
会
の
審
議
を
経
て
候

補
者
を
決
定
し
、
12
月
中
に
保
護

者
に
通
知
し
ま
す
。
そ
の
後
、
進

学
先
の
合
格
通
知
書
等
の
提
出
に

よ
り
奨
学
生
と
し
て
採
用
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

返
還
補
助
ま
た
は
免
除

　

修
学
資
金
の
貸
与
者
で
、
大
学

等
卒
業
後
１
年
以
内
に
本
市
に
居

住
し
、就
労
の
実
態
が
あ
る
場
合
、

居
住
年
数
に
応
じ
た
返
還
支
援
の

補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
入
学
一
時
金
の
貸
与
者

に
つ
い
て
は
、
大
学
等
卒
業
後
１

年
以
内
に
本
市
に
居
住
し
、
就
労

の
実
態
が
３
年
間
継
続
す
る
場

合
、
返
還
を
免
除
す
る
制
度
を
新

設
し
ま
し
た
。

 

本
庁
教
育
総
務
課

　
（
☎
�
４
０
７
８
）

　

は
専
門
職
短
期
大
学
に
在
学
ま

　

た
は
進
学
し
よ
う
と
す
る
者

②
学
業
お
よ
び
人
物
が
優
秀
か
つ

　

健
康
で
あ
る
者

③
申
込
日
に
お
い
て
、
保
護
者
が

　

本
市
に
３
年
以
上
在
住
し
て
い

　

る
者

④
学
資
の
支
払
い
が
困
難
と
認
め

　

ら
れ
る
者

入
学
一
時
金

①
大
学
、
短
期
大
学
、
専
修
学
校

　

の
専
門
課
程
、
専
門
職
大
学
ま

　

た
は
専
門
職
短
期
大
学
に
進
学

　

し
よ
う
と
す
る
者

※
②
～
④
は
修
学
資
金
と
同
じ

奨
学
金
の
額

修
学
資
金

〇
高
等
専
門
学
校
（
１
～
３
年

　

次
）　

月
額
２
万
円
以
内

〇
大
学
、
高
等
専
門
学
校
（
４
・

　

５
年
次
）、大
学
院
、短
期
大
学
、

　

専
修
学
校
の
専
門
課
程
、
専
門

　

職
大
学
、
専
門
職
短
期
大
学

　

月
額
４
万
円
以
内

入
学
一
時
金

　

福
祉
グ
ル
ー
プ

　
（
☎
�
５
４
１
６
）

　

野
田
支
所
総
合
市
民
課
市
民
福

　

祉
グ
ル
ー
プ

　
（
☎
�
４
８
１
３
）

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局
川
内
支
局

　
（
☎
０
９
９
６

－

２
２

－

２
３

　

０
０
）

　

県
で
は
、
８
月
１
日
か
ら
８
日

ま
で
「
鹿
児
島
県
子
ど
も
予
防
接

種
週
間
」、
８
月
４
日
を
「
は
し

か
の
日
」
と
し
て
い
ま
す
。
今
年

の
春
、
全
国
的
に
流
行
し
た
「
は

し
か
」
は
、
予
防
接
種
で
防
ぐ
こ

と
が
で
き
る
感
染
症
で
す
。
予
防

接
種
で
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
病
気

か
ら
お
子
さ
ま
を
守
る
た
め
に
、

受
け
忘
れ
て
い
る
予
防
接
種
が
な

い
か
母
子
健
康
手
帳
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

※
予
診
票
を
紛
失
し
た
場
合
な
ど

　

は
、
市
健
康
増
進
課
へ
ご
連
絡

　

く
だ
さ
い
。

 

市
健
康
増
進
課

　
（
出
水
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

　
（
☎
�
４
０
４
３
）

　

人
権
擁
護
委
員
が
無
料
で
相
談

に
応
じ
る
「
特
設
人
権
相
談
所
」

を
開
設
し
ま
す
。
悩
み
ご
と
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

※
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

 

９
月
３
日
（
月
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

 

野
田
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

 

９
月
４
日
（
火
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

 

高
尾
野
農
業
者
健
康
管
理
セ

　

ン
タ
ー

　

本
市
に
は
、
法
務
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
た
次
の
人
権
擁
護
委
員
が

い
ま
す
。

出
水
地
区

○
井
手
上
正
弘
さ
ん

○
吉
田
一
郎
さ
ん

○
西
尾
久
子
さ
ん

〇
永
野
裕
子
さ
ん

〇
橋
口
悦
朗
さ
ん

高
尾
野
地
区

○
井
手
上
文
雄
さ
ん

○
家
村
照
子
さ
ん

野
田
地
区

○
平
中
す
み
子
さ
ん

○
橋
口
靖
一
さ
ん

 

本
庁
市
民
生
活
課

　
（
☎
�
４
０
３
８
）

　

高
尾
野
支
所
総
合
市
民
課
市
民

特
設
人
権
相
談
所

鹿
児
島
県
子
ど
も
予
防

接
種
週
間

奨
学
生
予
約
募
集

～
鶴
の
恩
返
し
奨
学
金

　
に
名
称
を
変
更
～

今
月
の
環
境
標
語
～
２
０
１
７
年
度
環
境
標
語
作
品
展
よ
り
～

す
て
て
あ
る
　
紙
や
ダ
ン
ボ
ー
ル
　
な
に
か
ら
で
き
て
い
る
ん
だ
ろ
う

江
内
小
学
校
　

二
年
　
江
野
　
心
彪

自
然
保
護
　
初
め
の
一
歩
は
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

出
水
中
学
校
　

二
年
　
山
野
　
優
大

（
注
）
学
校
名
・
学
年
は
入
賞
時
現
在
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※
小
雨
決
行

 

嶽
ダ
ム
（
野
田
町
）

対
象
者　
小
学
生
以
上

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
に
限
り

　

ま
す
。

募
集
人
員　
１
０
０
人

申
込
期
限　
８
月
24
日
（
金
）

※
参
加
者
に
は
軽
食
を
準
備
し
ま

　

す
。

・

 

本
庁
農
林
水
産
整
備
課

　
（
☎
�
４
１
３
４
）

　

国
税
庁･

全
国
納
税
貯
蓄
組
合

連
合
会
で
は
、
今
年
も
中
学
生･

高
校
生
の
皆
さ
ん
か
ら
税
に
関
す

る
作
文
を
募
集
し
ま
す
。

　

テ
ー
マ
は
、
中
学
生
が｢

税
に

関
す
る
こ
と｣

、
高
校
生
が｢

税

の
意
義
と
役
割
に
つ
い
て
考
え
た

こ
と｣

で
す
。
内
容
は
、
税
に
関

す
る
ニ
ュ
ー
ス
や
身
近
な
税
の

話
題
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
な

ど
、
自
ら
の
言
葉
で
表
現
し
て
い

る
も
の
で
あ
れ
ば
何
で
も
結
構
で

す
。
文
字
数
は
８
０
０
字
以
上

１
２
０
０
字
以
内
、
締
め
切
り
は

９
月
５
日
（
水
）
必
着
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
最

寄
り
の
税
務
署
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

 

出
水
税
務
署
（
☎
�
０
２
０

　

０
）
※
自
動
音
声
案
内

　
「
燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
国
体
・

か
ご
し
ま
大
会
」
を
広
く
県
内
外

に
周
知
し
、
開
催
機
運
の
醸
成
を

図
る
た
め
に
県
実
行
委
員
会
が
制

作
・
掲
示
す
る
公
式
ポ
ス
タ
ー
の

デ
ザ
イ
ン
を
、
一
般
公
募
に
よ
り

募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間　
６
月
１
日
（
金
）
～

　

９
月
28
日
（
金
）

※
当
日
消
印
有
効

募
集
作
品

①
第
75
回
国
民
体
育
大
会
「
燃
ゆ

　

る
感
動
か
ご
し
ま
国
体
」
公
式

　

ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン

②
第
20
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

　

大
会
「
燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま

　

大
会
」
公
式
ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ

　

ン
※
デ
ザ
イ
ン
は
統
一
感
の
あ
る
も

　

の
と
す
る
た
め
、
２
点
を
１

　

セ
ッ
ト
と
し
て
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　
県
内
に
在
住
・
在
学
・

　

在
勤
の
方
、
ま
た
は
在
住
・
在

　

学
・
在
勤
経
験
の
あ
る
方
。

※
小
学
生
以
上
、
個
人
・
グ
ル
ー

　

プ
ま
た
は
法
人
、
プ
ロ
・
ア
マ

　

を
問
い
ま
せ
ん
。

賞
お
よ
び
賞
金　

〇
最
優
秀
賞
１
点

　

賞
状
、
賞
金
20
万
円
、
副
賞　

〇
優
秀
賞
３
点

　

賞
状
、
賞
金
３
万
円
、
副
賞

※
中
学
生
以
下
は
図
書
カ
ー
ド
お

　

よ
び
副
賞

そ
の
他　
詳
し
く
は
、
公
式
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、

　

県
実
行
委
員
会
に
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
国
体
・

　

か
ご
し
ま
大
会
実
行
委
員
会
事

　

務
局
企
画
広
報
班
（
鹿
児
島
県

　

国
体
・
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

　

大
会
局
総
務
企
画
課
内
）

　
（
☎
０
９
９

－

２
８
６

－

２
８

　

７
４
）

　

豊
か
な
感
性
と
表
現
力
を
備
え

た
児
童
・
生
徒
の
育
成
と
世
代
を

越
え
た
文
化
交
流
の
た
め
に
今
年

度
も
「
鶴
の
ま
ち
俳
句
賞
」
を
設

置
し
ま
し
た
。
次
の
と
お
り
投
句

を
募
集
し
ま
す
。

応
募
期
限　
９
月
25
日
（
火
）

※
必
着

応
募
資
格　
市
内
の
学
校
に
在
籍

　

す
る
児
童
・
生
徒

応
募
条
件　
１
人
１
句
（
季
節
は

　

問
わ
な
い
。
未
発
表
・
未
投
句

　

作
品
に
限
る
）

応
募
方
法　
所
定
の
投
句
用
紙
に

　

記
入
し
、
各
学
校
に
提
出

※
投
句
用
紙
は
、
学
校
や
市
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま

　

す
。

表
彰　

特
選
（
若
干
人
）、
入
選

　
（
20
人
程
度
）

 

市
文
化
協
会
事
務
局

　
（
本
庁
生
涯
学
習
課
内
）

　
（
☎
�
２
２
０
０
）

　

市
で
は
、
環
境
ポ
ス
タ
ー
お
よ

び
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

作
品
の
題
材　

〇
環
境
（
ご
み
減
量
、
３
Ｒ
※
、

　

大
気
汚
染
、
地
球
温
暖
化
等
）

〇
20
・
10
運
動
（
食
べ
残
し
、
食

　

品
ロ
ス
等
）

※
３
Ｒ
と
は
、
リ
デ
ュ
ー
ス
（
減

　

ら
す
）、
リ
ユ
ー
ス
（
繰
り
返

　

し
使
う
）、
リ
サ
イ
ク
ル
（
再

　

資
源
化
）
の
３
つ
の
Ｒ
の
総
称

　

で
、
ご
み
を
減
ら
す
た
め
の
キ

　

ー
ワ
ー
ド
で
す
。

応
募
資
格

　

市
内
の
小
学
生
・
中
学
生

作
品
様
式

①
ポ
ス
タ
ー
の
部

　

四
つ
切
り
画
用
紙

②
標
語
の
部

　

応
募
用
紙
を
使
用

募
集
期
限　
各
学
校
で
決
め
た
日

※
夏
休
み
期
間
に
取
り
組
ん
で
く

　

だ
さ
い
。

応
募
方
法　
各
学
校
で
取
り
ま
と

　

め
ま
す
の
で
、
学
校
へ
提
出
し

　

て
く
だ
さ
い
。

表
彰

　

入
賞
者
に
は
賞
状
と
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
し
ま
す
。
ま
た
、
最
優

秀
賞
の
作
品
で
ポ
ス
タ
ー
を
作
成

し
、
市
内
に
掲
示
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
各
学
校
に
配
布
の

　

資
料
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

本
庁
生
活
環
境
課

　
（
☎
�
４
０
４
２
）

　

市
み
ど
り
推
進
協
議
会
で
は
、

下
刈
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し

ま
す
。

 
９
月
２
日
（
日
）
午
前
８
時

　

～
同
10
時

「
燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま

国
体
・
か
ご
し
ま
大
会
」

公
式
ポ
ス
タ
ー

　
　
　
デ
ザ
イ
ン
募
集

「
第
３
回
鶴
の
ま
ち
俳
句

賞
」
の
投
句
を
募
集

環
境
ポ
ス
タ
ー
・
標
語

作
品
展
の
作
品
を
募
集

下
刈
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集

税
の
作
文
を
募
集
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市
で
は
、
市
ツ
ル
観
察
セ
ン

タ
ー
特
産
品
館
の
出
店
者
を
募
集

し
ま
す
。

貸
付
物
件
名　
出
水
市
ツ
ル
観
察

　

セ
ン
タ
ー
特
産
品
館

所
在
地　
出
水
市
荘
２
４
８
４
番

　

地
１

貸
付
物
件
の
面
積　
28
平
方
㍍

貸
付
料　
月
額
７
６
５
０
円

※
そ
の
他
光
熱
費
も
出
店
者
負
担

　

と
な
り
ま
す
。

申
込
資
格　
複
数
の
地
元
生
産
者

　

の
品
物
を
扱
う
こ
と
が
で
き
る

　

市
内
の
団
体
・
グ
ル
ー
プ

貸
付
期
間　
11
月
１
日
（
木
）
～

　

２
０
１
９
年
３
月
24
日
（
日
）

 

産
業
振
興
総
務
課
に
備
え
付

　

け
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
申
込
用
紙

　

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
提

　

出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
８
月
24
日
（
金
）

・

 

本
庁
産
業
振
興
総
務
課

　
（
☎
�
４
８
０
０
）

　

出
水
市
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
る

た
め
、
い
ず
み
と
り
と
り
ガ
ー
ル

ズ
の
メ
ン
バ
ー
を
追
加
募
集
し
ま

す
！

応
募
資
格

〇
元
気
で
明
る
く
、
出
水
市
が
好

　

き
な
女
性
の
方

〇
高
校
生
以
上
の
方
（
学
生
・
社

　

会
人
・
主
婦
な
ど
、
ど
な
た
で

　

も
応
募
可
能
。
※
高
校
生
は
、

　

保
護
者
の
同
意
が
必
要
）

〇
出
水
市
内
外
で
の
イ
ベ
ン
ト
出

　

演
が
可
能
な
方
（
各
イ
ベ
ン
ト

　

毎
に
参
加
可
否
を
お
尋
ね
し
ま

　

す
。）

〇
テ
レ
ビ
、
新
聞
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の

　

メ
デ
ィ
ア
に
出
る
こ
と
が
可
能

　

な
方

面
接
日
時

　

等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

（
募
集
期
間
）

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

８
月
23
日
（
木
）
午
前
９
時
～

　

９
月
３
日
（
月
）
受
信
有
効

※
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
【
国
家

　

公
務
員
試
験
採
用
情
報
Ｎ
Ａ
Ｖ

　

Ｉ
】
か
ら
学
校
を
選
択
し
て
お

　

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
郵
送
ま
た
は
持
参

　

８
月
23
日（
木
）～
同
27
日（
月
）

　

当
日
消
印
有
効

第
一
次
試
験　

　

10
月
27
日
（
土
）、同
28
日
（
日
）

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
海
上
保

　

安
大
学
校
採
用
試
験
人
事
院
」

　

を
検
索
す
る
と
詳
細
な
情
報
が

　

得
ら
れ
ま
す
。

・

 

串
木
野
海
上
保
安
部
管

　

理
課
（
☎
０
９
９
６

－

３
２

－

　

２
２
０
５
）

　

県
で
は
、
鹿
児
島
県
出
身
沖
縄

戦
没
者
追
悼
式
へ
の
参
列
を
希
望

さ
れ
る
ご
遺
族
を
募
集
し
ま
す
。

 

11
月
13
日
（
火
）

※
前
日
か
ら
の
団
体
行
動
に
な
り

　

ま
す
。

 
鹿
児
島
霊
園
（
沖
縄
県
糸
満

　

市
平
和
祈
念
公
園
内
（
摩
文
仁

　

の
丘
））

 

一
部
自
己
負
担
が
あ
り
ま
す
。

対
象
者

　

沖
縄
お
よ
び
沖
縄
近
海
で
の
戦

　

闘
で
戦
没
し
た
方
の
配
偶
者
お

　

よ
び
三
親
等
内
の
ご
遺
族

募
集
期
間

　

８
月
１
日（
水
）～
同
31
日（
金
）

募
集
人
員　
９
人
（
鹿
児
島
県
内

　

全
市
町
村
）

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
選

　

考
と
な
り
ま
す
。

・

 

本
庁
福
祉
課

　
（
☎
�
４
０
８
５
）

　

県
庁
社
会
福
祉
課
（
☎
０
９
９

　

－

２
８
６

－

２
８
４
０
）

　

市
消
防
本
部
で
は
、
普
通
救
命

講
習
を
定
期
的
に
実
施
し
て
い
ま

す
。

 

無
料

講
習
時
間　
３
時
間

対
象
者　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

　

ま
す
。

講
習
内
容　
心
肺
蘇
生
法
・
Ａ
Ｅ

　

Ｄ
の
取
り
扱
い
、
応
急
手
当
な

　

ど
※
日
程
な
ど
、
詳
し
く
は
市
消
防

　

本
部
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

　

い
。

 

市
消
防
本
部
警
防
係

　
（
☎
�
０
１
１
９
）

　

応
相
談
（
個
別
に
設
定
）

※
応
募
者
の
希
望
日
に
、
で
き
る

　

だ
け
添
う
よ
う
に
し
ま
す
。

 

イ
ズ
ミ
ラ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

メ
ー
ル
：izum

irai.project@

　

gm
ail.com

　

本
庁
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
課

　
（
☎
�
４
０
６
１
）

　

海
上
保
安
庁
で
は
、
海
上
保
安

大
学
校
学
生
採
用
試
験
の
受
験
者

を
募
集
し
ま
す
。

　

試
験
に
合
格
し
採
用
（
入
学
）

さ
れ
た
時
点
で
国
家
公
務
員
と
な

り
、
給
与
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
各

学
校
で
の
教
育
訓
練
を
終
え
た
後

（
卒
業
後
）、
配
属
先
へ
配
属
さ
れ

ま
す
。

受
験
資
格

①
本
年
４
月
１
日
に
お
い
て
高
等

　

学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を

　

卒
業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算

　

し
て
２
年
を
経
過
し
て
い
な
い

　

者
お
よ
び
２
０
１
９
年
３
月
ま

　

で
に
卒
業
見
込
み
の
者

②
高
等
専
門
学
校
の
第
３
学
年
を

　

修
了
し
た
者
で
あ
っ
て
、
本
年

　

４
月
１
日
に
お
い
て
修
了
し
た

　

日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
２
年

　

を
経
過
し
て
い
な
い
者

③
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
と
同

市
ツ
ル
観
察
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
特
産
品
館

　
　
出
店
者
募
集

「
い
ず
み
と
り
と
り
ガ
ー

ル
ズ
」
メ
ン
バ
ー
募
集

応
援
し
て
く
れ
な
い
と

　
　
つ
つ
い
ち
ゃ
う
ぞ

海
上
保
安
大
学
校
学
生

採
用
試
験

県
出
身
沖
縄
戦
没
者

追
悼
式
参
列
者
募
集

普
通
救
命
講
習
の

　
　
　
　
受
講
者
募
集
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市
政
説
明
会
を
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。

 

８
月
９
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
開
会

 

市
音
楽
ホ
ー
ル

内
容　
今
年
度
の
市
の
施
策
に
つ

　

い
て
説
明
を
行
い
ま
す
。

対
象
者　
自
治
会
長
お
よ
び
参
加

　

を
希
望
さ
れ
る
方

参
加
方
法

　

自
治
会
長
以
外
で
、
参
加
を
希

　

望
さ
れ
る
方
は
、
説
明
資
料
を

　

準
備
し
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご

　

連
絡
く
だ
さ
い
。

 

本
庁
企
画
政
策
課

　
（
☎
�
４
０
２
１
）

　
「
市
交
通
災
害
共
済
（
通
称
１

円
保
険
）
は
、
一
人
当
た
り
年
額

３
６
０
円
（
１
日
約
１
円
）
と
い

う
安
い
会
費
で
、
交
通
事
故
で
死

傷
し
た
と
き
に
見
舞
金
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
る
市
民
相
互
の
助

け
合
い
の
制
度
で
す
。

　

今
か
ら
で
も
加
入
で
き
ま
す
の

で
、
も
し
も
に
備
え
て
、
家
族
そ

ろ
っ
て
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

見
舞
金
内
容

通
院　
１
日
当
た
り 

８
０
０
円

入
院　
１
日
当
た
り
１
０
０
０
円

傷
害
見
舞
金
基
本
額　
１
万
円

死
亡
時　
１
０
０
万
円

加
入
で
き
る
方

①
出
水
市
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い

　

る
方

②
就
学
の
た
め
市
外
に
居
住
し
て

　

い
る
方
で
、
保
護
者
が
①
の
方

③
季
節
的
な
労
働
に
従
事
し
、
市

　

外
に
居
住
さ
れ
て
い
る
方

共
済
有
効
期
間　
申
し
込
み
の
日

　
（
会
費
納
入
日
）
の
翌
日
か
ら

　

２
０
１
９
年
６
月
30
日
ま
で

共
済
適
用
事
故　
自
動
車
、
自
転

　

車
、
電
車
、
航
空
機
、
船
舶
そ

　

の
他
交
通
等
で
の
事
故
に
よ
る

　

死
亡
ま
た
は
負
傷

加
入
方
法　
本
庁
安
全
安
心
推
進

　

課
、
同
公
金
取
扱
所
ま
た
は
各

　

支
所
総
合
市
民
課
に
備
え
て
あ

　

る
申
込
用
紙
で
お
申
し
込
み
く

　

だ
さ
い
。

※
申
込
書
裏
面
に
記
載
の
「
注
意

　

事
項
」
を
よ
く
読
ん
で
か
ら
お

　

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

 

本
庁
安
全
安
心
推
進
課

　
（
☎
�
４
１
５
１
）

　

川
内
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー
で

は
、
第
２
種
電
気
工
事
士
資
格
試

験
対
策
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

 

学
科
編
（
施
工
）

　

８
月
18
日
・
25
日
、
９
月
１
日

　

学
科
編
（
理
論
）

　

９
月
９
日
・
16
日
・
23
日

　

学
科
編
（
演
習
）

　

９
月
29
日
・
30
日
、
10
月
６
日

　

実
技
編

　

11
月
11
日
・
25
日
、
12
月
２
日

 

川
内
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー

 

各
学
科
編
・
実
技
編
１
万
円

※
別
途
必
要
経
費

　

学
科
編
２
千
円

　

実
技
編
６
千
円

定
員　
各
10
人
程
度

※
筆
記
用
具
・
実
技
用
工
具
は
各

　

自
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

　

各
講
座
開
催
日
10
日
前

 

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
申
込

　

書
は
川
内
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
）
で
お
申

　

し
込
み
く
だ
さ
い
。

・

 

川
内
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
０
９
９
６

－

２
２

－

３
８

　

７
３
）

　
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
９
６

－

２
０

－

　

６
４
２
３
）

　

こ
れ
か
ら
夏
に
か
け
て
、
飼
い

犬
が
台
風
や
雷
、
花
火
の
音
な
ど

に
驚
い
て
放
れ
る
可
能
性
が
高
ま

り
ま
す
の
で
、
次
の
点
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

首
輪
と
鎖
の
確
認

　

首
輪
は
ゆ
る
く
な
い
か
、
鎖
は

切
れ
か
か
っ
て
い
な
い
か
確
認
し

ま
し
ょ
う
。
屋
内
で
飼
っ
て
い
る

場
合
も
脱
出
経
路
が
な
い
か
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

飼
い
主
の
明
示

　

狂
犬
病
予
防
法
で
は
、
鑑
札
と

狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
を
首
輪
に

装
着
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
２
つ
を
装
着
す

る
こ
と
で
、
飼
い
犬
が
迷
子
に

な
っ
た
時
も
そ
の
番
号
か
ら
飼
い

主
が
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
の
で
必
ず
装
着
す
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

居
な
く
な
っ
た
ら
す
ぐ
に
保
健
所
へ

　

飼
い
犬
が
居
な
く
な
っ
た
と
き

は「
そ
の
う
ち
帰
っ
て
く
る
か
も
」

で
は
な
く
、
す
ぐ
に
保
健
所
へ
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。
事
前
に
ご
連

絡
い
た
だ
く
こ
と
が
早
期
発
見
に

つ
な
が
り
ま
す
。

 
出
水
保
健
所

　
（
☎
�
１
６
３
６
）

　

本
庁
生
活
環
境
課

　
（
☎
�
４
０
４
２
）

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

市
政
説
明
会

加
入
し
て
い
ま
す
か
？

交
通
災
害
共
済
！

　

出
水
市
議
会
で
は
、
市
民
の
皆

さ
ま
へ
の
議
会
報
告
と
意
見
交
換

を
行
う
場
と
し
て
、
次
の
と
お
り

議
会
報
告
会
お
よ
び
意
見
交
換
会

を
開
催
し
ま
す
。

　

ご
都
合
の
良
い
会
場
に
お
越
し

い
た
だ
き
、
皆
さ
ま
の
ご
意
見
等

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

▽開催日時および会場
日　時 会　場

８月７日（火）
午後７時～同８時30分

中央公民館　小ホール
大川内農業者ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞｾﾝﾀｰ　和室
野田農村環境改善センター　洋室

８月８日（水）
午後７時～同８時30分

米ノ津公会堂　大ホール
高尾野支所　大会議室
江内カントリーコア　大集会室

議
会
報
告
会
お
よ
び

　
　
　
　
意
見
交
換
会

 

本
庁
議
会
事
務
局

　
（
☎
�
４
０
７
４
）

第
２
種
電
気
工
事
士

資
格
試
験
対
策
講
座

犬
の
飼
い
主
の
皆
さ
ま
へ
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せ
た
言
葉
で
、性
的
少
数
者（
セ

　

ク
シ
ャ
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
）
を

　

表
す
言
葉
の
一
つ
と
し
て
使
わ

　

れ
ま
す
。

 

県
庁
人
権
同
和
対
策
課

　
（
☎
０
９
９

－

２
８
６

－

２
５

　

７
４
）

　

雇
用
対
策
法
に
基
づ
き
、
外
国

人
を
雇
用
す
る
事
業
主
に
は
、
雇

い
入
れ
時
お
よ
び
離
職
時
に
、
そ

の
外
国
人
の
氏
名
、
在
留
資
格
な

ど
に
つ
い
て
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

届
け
出
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
未
届
け
の
外
国
人
労

働
者
が
い
る
場
合
は
、
速
や
か
に

届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
出
水

　
（
☎
�
０
６
８
５
）

　

国
保
税
は
、
国
保
制
度
を
支
え

る
貴
重
な
財
源
で
す
の
で
、
納
期

内
納
付
へ
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

指
定
の
預
貯
金
口
座
か
ら
自
動

的
に
振
り
替
え
が
で
き
ま
す
。
納

付
忘
れ
や
納
付
の
た
め
に
出
か
け

る
手
間
を
省
く
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

※
災
害
、
失
業
、
病
気
な
ど
の
や

　

む
を
得
な
い
事
情
で
国
保
税
を

　

納
期
限
ま
で
に
納
め
る
こ
と
が

　

で
き
な
い
場
合
は
、
お
早
め
に

　

税
務
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 

本
庁
税
務
課

　
（
☎
�
４
０
２
８
）

　

私
立
大
学
通
信
教
育
協
会
が
主

催
す
る
「
大
学
通
信
秋
期
合
同
入

学
説
明
会
」
が
次
の
と
お
り
開
催

さ
れ
ま
す
。

 

９
月
２
日
（
日
）
午
前
11
時

　

～
午
後
４
時

 

エ
ル
ガ
ー
ラ
８
階
エ
ル
ガ
ー

　

ラ
ホ
ー
ル
（
福
岡
市
）

対
象　
一
般
お
よ
び
高
校
生

内
容　
私
立
大
学
通
信
教
育
協
会

　

に
加
盟
し
て
い
る
私
立
大
学
や

　

大
学
院
・
短
大
の
講
義
内
容
・

　

学
習
方
法
・
受
講
手
続
き
に
つ

　

い
て
の
相
談
を
受
け
る
こ
と
が

　

で
き
ま
す
。（
参
加
者
に
は
小

　

冊
子「
大
学
通
信
教
育
ガ
イ
ド
」

　

が
配
ら
れ
ま
す
。）

 

私
立
大
学
通
信
教
育
協
会

　
（
☎
０
３

－

３
８
１
８

－

３
８

　

７
０
）

　

市
で
は
、
地
震
・
津
波
や
武
力

攻
撃
な
ど
の
発
生
時
に
備
え
、
次

の
と
お
り
情
報
伝
達
訓
練
を
行
い

ま
す
。
こ
の
訓
練
は
、
全
国
瞬
時

警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）

※
を
用
い
た
訓
練
で
、
全
国
一
斉

に
行
わ
れ
ま
す
。

実
施
日
時　
８
月
29
日
（
水
）

　

午
前
11
時
頃

訓
練
で
行
う
放
送
試
験

　

防
災
行
政
無
線
の
戸
別
受
信
機

お
よ
び
市
内
に
設
置
し
て
あ
る
屋

外
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
、
一
斉
に
次

の
よ
う
に
放
送
さ
れ
ま
す
。

放
送
内
容

上
り
チ
ャ
イ
ム
音

「
こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス

ト
で
す
。」
×
３
回

「
こ
ち
ら
は
、防
災
出
水
市
で
す
。」

下
り
チ
ャ
イ
ム
音

※
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
と
は
、
地
震
・
津

　

波
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
緊
急
情

　

報
を
、
国
か
ら
人
工
衛
星
な
ど

　

を
通
じ
て
瞬
時
に
お
伝
え
す
る

　

シ
ス
テ
ム
で
す
。

 

本
庁
安
全
安
心
推
進
課

　
（
☎
�
０
２
０
３
）

　

市
で
は
、
昨
今
の
人
手
不
足
の

状
況
を
踏
ま
え
、
事
業
者
台
帳
を

作
成
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
へ
市
内

企
業
情
報
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
広
く
発
信
す
る
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
掲
載
を
希
望
さ
れ
る

事
業
者
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
様
式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
シ

テ
ィ
セ
ー
ル
ス
課
産
業
支
援
係
宛

て
に
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、

掲
載
に
は
次
の
条
件
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
出
水
市
内
で
事
業
を
営
む
事
業

　

所
②
現
に
①
の
事
業
所
で
正
社
員
ま

　

た
は
短
時
間
労
働
者
（
ア
ル
バ

　

イ
ト
、
１
年
未
満
の
雇
用
契
約

　

を
除
く
）
を
新
規
に
雇
用
す
る

　

計
画
の
あ
る
事
業
所

様
式
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
ペ
ー
ジ

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

産
業
・
ビ

　

ジ
ネ
ス　

雇
用
・
労
働　

市
内

　

事
業
所
台
帳
の
作
成
に
つ
い
て

　
（
お
知
ら
せ
）

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

cs_c@
city.izum

i.kagoshi

　

m
a.jp

 

本
庁
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
課

　
（
☎
�
４
０
４
０
）

　

県
で
は
、
８
月
を
「
人
権
同
和

問
題
啓
発
強
調
月
間
」
と
定
め
て

い
ま
す
。
期
間
中
、
テ
レ
ビ
、
ラ

ジ
オ
に
よ
る
啓
発
放
送
や
新
聞
広

告
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
啓
発

活
動
を
集
中
的
に
実
施
し
ま
す
。

　

私
た
ち
の
社
会
に
は
、
同
和
問

題
を
は
じ
め
、
女
性
、
子
ど
も
や

高
齢
者
へ
の
差
別
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
の
悪
質
な
書
き
込
み

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
が
依

然
と
し
て
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
最
近
で
は
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
※
な
ど
の
性
的
少
数
者
へ
の
偏

見
や
差
別
も
顕
在
化
し
て
き
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
人
権
問
題
を
解
決
す

る
た
め
に
は
、
県
民
一
人
一
人
が

お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、
偏
見

や
差
別
の
な
い
社
会
の
実
現
に
向

け
て
意
識
を
高
め
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

※
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
（Lesbian

（
女
性

　

の
同
性
愛
者
）、Gay
（
男
性

　

の
同
性
愛
者
）、Bisexual
（
両

　

性
愛
者
）、Transgender
（
身

　

体
の
性
と
心
の
性
が
一
致
し
な

　

い
た
め
「
身
体
の
性
」
に
違
和

　

感
を
持
つ
人
））
と
は
、
言
葉

　

の
頭
文
字
を
と
っ
て
組
み
合
わ

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
全
国
一
斉

訓
練
を
実
施
し
ま
す

市
内
事
業
所
台
帳
の
作

成
に
つ
い
て

８
月
は
人
権
同
和
問
題

啓
発
強
調
月
間
で
す

外
国
人
を
雇
用
す
る
事
業

主
の
皆
さ
ま
へ

８
月
は
、「
鹿
児
島
県
県

下
一
斉
国
保
税
滞
納
整

理
強
化
月
間
」
で
す

大
学
通
信
教
育
秋
期
合
同

入
学
説
明
会
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勝
か つ め

目　栄
え い こ

子さん
出水市の好きなところは？
　スポーツが盛んで歴史が豊
かなところや昔ながらの隣近
所のふれあいがあるところ。
出水市に望むことは？　
　若者の雇用、産業、医療の
充実を！
　日曜保育の運営をお願いし
ます。

坂
さかもと

本　響
ひ び き

暉さん
出水市の好きなところは？
　自然が豊かでとても落ち着
くまち。
出水市に望むことは？　
　大きな商業施設やみんなが
楽しめる公園などがほしい。

健
康
い
ず
み
21

　
～
中
間
評
価
報
告
②
～

健
康
い
ず
み
21

　

先
月
号
に
引
き
続
き
「
健
康
い

ず
み
21
」
の
中
間
評
価
を
報
告
し

ま
す
。「
健
康
寿
命
の
延
伸
・
生

活
の
質
の
向
上
」
を
基
本
目
標
と

し
て
、
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、

市
民
の
皆
さ
ま
と
取
り
組
ん
で
い

142

評 価 指 標
策定時 今回調査

目標値
2013 2016

☆ストレスと上手に付き合います

うまくストレスを解消できている者
の割合 64.1％ 67.3％ 70％以上

☆楽しみや生きがいを持ちます

60 歳以上で地域活動に参加し
ている者の割合

男性 50.6％ 54.6％ 55％以上
女性 46.9％ 43.3％ 50％以上

☆たばこの煙は吸わない・吸わせない
妊婦の喫煙率 6.4％ 5.4％ 0％
ＣＯＰＤ※の認知度 25.5％ 14.5％ 80％
☆休肝日と適量飲酒で楽しく飲みます

飲酒する成人のうち、飲まない
日を週１回以上設ける人

男性 41.4％ 54.9％ 59％以上
女性 80.5％ 92.5％ 90％以上

☆は、市民の皆さまと取り組んでいきたい行動計画 10 項目のうち後半の４項目。
※ＣＯＰＤ（慢性閉塞性肺疾患：たばこの煙を主とする有害物質を長期に吸入することで
　生じた肺の炎症性の病気。喫煙習慣を背景に中高年に発生する生活習慣病。）

き
た
い
行
動
計
画
10
項
目
に
沿
っ

た
意
識
調
査
の
結
果
の
後
半
で

す
。

　

策
定
時
よ
り
お
お
む
ね
改
善
傾

向
に
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
目
標
値

に
は
届
い
て
い
な
い
項
目
が
多
い

現
状
で
す
。

　

基
本
目
標
の
中
の
重
点
項
目
で

あ
る
「
脳
卒
中
の
発
症
・
重
症
化

予
防
」
に
つ
い
て
は
先
月
号
で
お

伝
え
し
た
と
お
り
、
や
や
改
善
し
て

き
て
い
ま
す
が
、
脳
卒
中
の
原
因
の

１
つ
で
あ
る
糖
尿
病
や
Ｃ
Ｄ
Ｋ
（
慢

性
腎
臓
病
）
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
は
、
人
工
透
析
の
原
因

に
も
な
っ
て
お
り
、
今
後
の
医
療
費

の
増
加
も
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞
な
ど
の
命
に

関
る
病
気
は
、
血
管
の
傷
み
が
原
因

で
す
。
こ
の
血
管
の
傷
み
を
受
け
や

す
い
臓
器
は
、
脳
や
心
臓
、
腎
臓
で
、

こ
れ
ら
を
守
る
た
め
に
は
、
定
期
的

な
検
査
が
必
要
で
す
。
年
に
１
回
は

健
診
・
検
診
を
受
け
自
分
の
身
体
の

状
態
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
治
療
中

の
方
も
再
発
・
悪
化
を
防
ぐ
た
め
に

治
療
の
勝
手
な
中
断
は
厳
禁
で
す
。

　

ま
た
、
血
管
に
優
し
い
生
活
を
送

る
ポ
イ
ン
ト
は
、肥
満
や
運
動
不
足
、

過
度
の
飲
酒
、
喫
煙
、
ス
ト
レ
ス
な

ど
に
も
注
意
す
る
こ
と
で
す
。

　　
『
健
康
で
元
気
な
ま
ち
い
ず
み
』

が
実
現
で
き
る
よ
う
に
、
今
後
さ
ら

に
市
民
一
人
一
人
が
健
康
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

講演
「みんなで楽しく転ばない体をつくろう。」

～あなたは転びやすい人？ 転びにくい人？～

（体力測定を実施します。）

日 時 
 平成30年8月18日(土) 
 ◆開 会：午前９時３０分 
 （受付開始：午前９時００分） 
 

 ◆閉 会：午前１１時３０分  
 

会 場 
  出水総合医療センター  
         １階ロビー 

◆お問い合わせ先 : 

出水総合医療センター
〒 出水市明神町 番地

（担当：経営企画課）
ホームページ

◆主 催 : 出水市病院事業
◆共 催 : 公益社団法人 鹿児島県看護協会出水地区

出水総合医療センター
第６回ふれあい健康フェスタ
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こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
草
刈
機

を
使
っ
て
庭
の
手
入
れ
な
ど
を
行

う
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。

〇
草
刈
機
は
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

　
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
個

　
人
で
も
簡
単
に
購
入
で
き
、
手

　
軽
に
使
え
る
便
利
な
機
械
で
す

　
が
、
慎
重
に
使
用
し
な
い
と
重

　
篤
な
ケ
ガ
に
つ
な
が
る
危
険
な

　
機
械
で
も
あ
り
ま
す
。
使
用
す

　
る
と
き
は
、
次
の
点
に
注
意
し

　

事
故
の
防
止
に
努
め
ま
し
ょ

　
う
！

使
用
す
る
と
き
の
注
意
ポ
イ
ン
ト

〇
保
護
具
の
着
用

　

ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
保
護
メ
ガ
ネ
、

　

防
振
手
袋
な
ど
を
必
ず
着
用
す

　

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

〇
機
械
の
点
検

　

使
用
前
に
、
刃
が
し
っ
か
り
固

　

定
さ
れ
て
い
る
か
、
緊
急
停
止

　

ス
イ
ッ
チ
が
正
常
に
作
動
す
る

　

か
等
、
機
械
の
点
検
を
必
ず
行

　

う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

〇
キ
ッ
ク
バ
ッ
ク
に
注
意

　

障
害
物
や
地
面
な
ど
に
刈
刃
が

　

接
触
す
る
と
、
刈
刃
の
キ
ッ
ク

　

バ
ッ
ク
（
跳
ね
）
が
起
こ
り
大

　

変
危
険
で
す
。
作
業
す
る
場
所

　

の
状
況
を
十
分
に
確
認
し
作
業

　

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

〇
異
物
を
取
り
除
く
と
き

　

作
業
中
に
、
刈
刃
に
草
が
詰

　

ま
っ
た
り
、
回
転
部
分
に
絡

　

ま
っ
た
り
し
た
と
き
は
、
必
ず

　

機
械
を
停
止
さ
せ
て
か
ら
、
取

　

り
除
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

刃
が
回
転
し
て
い
な
い
か
ら
と

　

停
止
さ
せ
ず
に
取
り
除
こ
う
と

　

し
て
不
意
に
刈
刃
が
回
転
す
る

　

と
大
変
危
険
で
す
。

〇
周
囲
の
安
全
確
認

　

作
業
前
や
作
業
中
、
背
後
に
人

　

が
い
な
い
か
、
足
場
が
不
安
定

　

で
な
い
か
、
障
害
物
が
な
い
か

　

等
、
常
に
周
囲
の
安
全
を
確
認

　

し
な
が
ら
作
業
す
る
よ
う
に
し

　

ま
し
ょ
う
。

便
利
だ
け
ど
・
・
・

　
～
草
刈
機
の
事
故
に
注
意
～

間
に
は
含
ま
れ
ま
す
が
、
将
来
受

け
取
る
年
金
額
は
保
険
料
を
全
額

納
付
し
た
場
合
と
比
較
す
る
と
低

額
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
免
除
等
の
承
認
を
受

け
た
期
間
の
保
険
料
は
10
年
以
内

で
あ
れ
ば
、
後
か
ら
保
険
料
を
納

付
す
る
こ
と
（
追
納
）
が
で
き
ま

す
の
で
、
過
去
に
免
除
等
を
受
け

て
い
た
方
で
、
将
来
受
け
取
る
年

金
額
を
増
や
し
た
い
と
い
う
方

は
、
追
納
を
行
う
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。

追
納
を
希
望
す
る
場
合
は
、
市

役
所
本
庁
、
各
支
所
の
年
金
担
当

窓
口
で
追
納
の
申
し
込
み
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
後
、
追

納
納
付
書
が
日
本
年
金
機
構
か
ら

・
保
険
料
の
追
納
制
度
に
つ
い
て

　

経
済
的
な
理
由
等
で
国
民
年
金

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な

場
合
、「
保
険
料
免
除
制
度
」
を

申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
保
険
料
の

全
額
ま
た
は
一
部
が
免
除
さ
れ
ま

す
。他

に
も
20
歳
か
ら
50
歳
の
被
保

険
者
を
対
象
と
し
て
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
る
「
納
付
猶
予
制

度
」
や
学
生
の
方
を
対
象
と
し
た

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
も
あ
り

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
保
険
料
の
免
除
や

納
付
猶
予
の
承
認
を
受
け
た
期
間

が
あ
る
場
合
、
老
齢
年
金
を
受
け

取
る
た
め
に
必
要
な
受
給
資
格
期

開 催 日　９月 27 日（木）
開 催 場 所　本庁１階　多目的ﾎｰﾙ１
開 催 時 間
　午前 10 時～午後 3時 30 分

（正午～午後 1時除く）
相談内容
老齢年金、遺族年金等の請求手続
き、年金受給見込額　など

相 談 員
　川内年金事務所職員
予約受付期間
　各開催日の１カ月前～１週間前
予約申込先
　本庁市民生活課　住民年金係
    ☎ 63 － 2111（内線 1537・1538）
※年金相談は１日につき最大で 18
人（午前 8 人、午後 10 人）で先
着順となります。

９月　出水地区年金相談
（月１回開催・完全予約制）

送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
金
融
機
関

等
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。（
口

座
振
替
は
で
き
ま
せ
ん
）

保
険
料
の
免
除
等
を
受
け
た
期

間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
、
３

年
度
目
以
降
に
保
険
料
を
追
納
す

る
場
合
に
は
、
承
認
を
受
け
た
当

時
の
保
険
料
額
に
経
過
期
間
に
応

じ
た
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す

の
で
、
希
望
す
る
方
は
早
め
の
追

納
を
お
勧
め
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
手
続
き
先

▽
本
庁
市
民
生
活
課
住
民
年
金
係

▽
高
尾
野
支
所
総
合
市
民
課

▽
野
田
支
所
総
合
市
民
課

　
（
☎
�
２
１
１
１
：
代
表
）

 

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
本
庁
生
活
環
境
課
内
）

　
（
☎
�
６
２
０
３
）

【今年度中に追納する場合の月額】
全額免除 4分の 3免除 半額免除 4分の 1免除

2008 年度 15,170 円 11,380 円 7,580 円 3,790 円
2009 年度 15,260 円 11,440 円 7,630 円 3,810 円
2010 年度 15,520 円 11,640 円 7,760 円 3,880 円
2011 年度 15,310 円 11,470 円 7,650 円 3,820 円
2012 年度 15,160 円 11,360 円 7,580 円 3,780 円
2013 年度 15,130 円 11,350 円 7,570 円 3,780 円
2014 年度 15,280 円 11,460 円 7,640 円 3,820 円
2015 年度 15,610 円 11,700 円 7,800 円 3,900 円
2016 年度 16,260 円 12,190 円 8,130 円 4,060 円
2017 年度 16,490 円 12,370 円 8,240 円 4,120 円
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　６月１日（金）、出水市防

犯協会の定期総会を開催しま

した。

　総会の前に防犯功労者に対

する表彰式があり、永年、出

水市の防犯活動にご尽力され

た９人の方々に、椎木伸一

防犯協会長から賞状と記念

品が贈られました。

　 受賞者の皆さ ま、 　６月８日（金）、少年警察ボランティア連絡会の総会

おめでと う ございます。 が開催されました。

　総会の前に出水警察署の鶴田忍署長から、22人の少年

【受賞者】 補導員のうち、郷田孝一氏を新規に、21人を再任として

　平中和德様（岩元）、細山田秀昭様（八坊）、鶴山福密 委嘱状が交付されました。

様（荘下）、濵田守邦様（平松西）、坂本敏男様（米ノ津

東）、疋田幸子様（太田）、木村清美様（横尾）、篠原彬

浩様（下中）、鳴海真一様（野口）

　総会では、松田一俊会長（野田地区）のご勇退に伴い、

福嶋美文氏（米ノ津東地区）が新会長に選出されました。

　総会終了後は市内の大

型店舗で合同パトロール

を実施しました。

　夜の懇親会では、松田

前会長の36年間のご尽力

に感謝の気持ちを込め、

連絡会を代表して生活安

全係の中野愛侑子巡査か

ら、防犯協会を代表して

永池利美安全安心パトロール員からそれぞれ花束が贈呈

されました。松田さん、お世話になりました。

　ありがとうございました。

＜平成３ ０ 年８ 月号＞

セキュ リ ティ タ ウン 安心の街 いずみ

93 1

発生件数 死　者 負傷者

22
(+10)
113

（暫定値）

２０１８年
６  月  中
２０１８年

20

累　　　計

問い合わせ先 出水市防犯協会６３－１５００

＜出水警察署管内＞

交通事故発生状況（人身）

※（　）内の数字は前年同期比

(+15)

0
(+11) (±0)

(+17) (+1)

少年警察ボランティア連絡会総会

防
犯
協
会
定
期
総
会
を
開
催

【県内うそ電話詐欺被害認知状況】

＜５月末現在＞

●オレオレ詐欺

６件：約2,400万円

●架空請求詐欺

22件：約3,830万円

●融資保証金詐欺

１件：約０円

●金融商品等取引名目

１件：約1,520万円

●異性との交際あっせん名目

２件：1,030万円

新会長のあいさつ

六
月
十
三
日
（
水
）
、
五
万
石

町
の
わ
か
た
け
保
育
園
で
不
審
者

侵
入
対
応
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。侵

入
し
た
不
審
者
役
の
警
察
官

に
職
員
が
対
応
し
て
い
る
間
に
、

合
図
を
受
け
た
保
育
士
さ
ん
た
ち

が
園
児
を
安
全
な
場
所
に
避
難
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
小
さ

な
園
児
も
泣
い
た
り
騒
い
だ
り
す

る
こ
と
も
な
く
訓
練
に
参
加
し
て

い
ま
し
た
。

不
審
者
侵
入
対
応
訓
練
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おはなし玉手箱を開催しています！  

申し込みのあった自治会などに出かけ、おはなし会を行う「おはなし玉手箱」を６月末までに５ 

回開催しました。絵本の読み聞かせだけでなく、聞き手も参加することができる指遊びやエプロン 

シアターなども行われ、読み手と聞き手が一体となって楽しんでいる様子が見られます。

 

 

 この本は、保育園の卒園式で園長先生が読んでくれた本です。す

ぐにお母さんと図書館へ行ってこの本を探しました。お母さんはこ

の本を読んで涙が出たそうです。そして、ぼくも「いいこってどん

なこ？」とお母さんに尋ねました。お母さんは「あなたはあなたら

しくしてくれるのが一番だよ。」と言ってくれました。 

 この本を読むととてもうれしい気持ちになります。とても大切な

宝本です。 

   
 
 
 
 

 

   「虫の標本展」でおはなし会を開催します！ 
クレインパークいずみ主催事業「虫の標本展」が、７月７日（土）から９月２日（日）

まで開催されます。その期間に、高校生によるおはなし会を開催します。多くの方の参加 

をお待ちしています！ 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日  程 時   間 担当グループ 

８月 23 日（木） 
午前 11 時～正午 

（各高校 30 分ずつのおはなし会） 
出水工業高校・出水商業高校 

第３土曜日は「市民読書の日」 
読書活動推進ホームページ「よんみゃんせ」http://www.city.kagoshima-

izumi.lg.jp/yonmyanse/ 

「いいこってどんなこ？」 作：ジーン・モデシット 

「読書活動日本一の 

まちづくり」を目指して 

読書活動に関する問い合わせ先 

読書推進室 

電話６３－４１２１ 

野添育成会 横尾育成会 

蕨島育成会 上村東育成会
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≪幼児・小学生≫
●いいからいいから　５　　　　　　長谷川　義史　作
●ほんのにわ　　　　　　　　みやざき　ひろかず　作
●ナナコのキッチンガーデン　はせがわ　かこ　作・絵
●ピエールくんは黒がすき！　ミシェル・パストゥロー　文
●本屋さんのルビねこ　　　　　　　　　野中　柊　作
●へんしんたんてい　　　　あきやま　ただし　作・絵
●あかちゃんがどんぶらこ！　アラン・アールバーグ　文
●おしっこちょっぴりもれたろう　ヨシタケ　シンスケ　作・絵
●しゅくだいクロール　　　　　　福田　岩緒　作・絵
●またまた　ねえ、どれがいい？　ジョン・バーニンガム　作

・・・・・等
≪中学生・高校生≫
●スマイル・ムーンの夜に　　　　　　宮下　恵茉　著
●シンデレラのねずみ　　　　　　　　　斉藤　洋　作
●地図を広げて　　　　　　　　　　　岩瀬　成子　著

・・・・・等
≪一般≫
●巨悪　　　　　　　　　　　　　　伊兼　源太郎　著
●宝島　　　　　　　　　　　　　　　真藤　順丈　著
●絶望キャラメル　　　　　　　　　　島田　雅彦　著
●真夜中の子供　　　　　　　　　　　　辻　仁成　著
●嚙みあわない会話と、ある過去について　辻村　深月　著
●雨降る森の犬　　　　　　　　　　　　馳　星周　著
●スタンドアップ！　　　　　　　　五十嵐　貴久　著
●しない。　　　　　　　　　　　　　群　ようこ　著
●火のないところに煙は　　　　　　　　芦沢　央　著
●「はじめまして」を３０００回　　　　喜多　喜久　著
●消えていく日に　　　　　　　　　　加藤　千恵　著
●島のエアライン　（上・下）　　　　　　黒木　亮　著
●琴乃木山荘の不思議事件簿　　　　　大倉　崇裕　著
●ポストカプセル　　　　　　　　　　　折原　一　著
●ライトマイファイア　　　　　　　　　伊東　潤　著

・・・・・等

図書館名
（電話番号） 開館時間 ８月の休館日

中央図書館
（☎ 63 ｰ 2105）

平日
午前９時～午後８時
土曜・日曜日、祝日
午前９時～午後６時

20日
高尾野図書館

（☎ 82 ｰ 5452）
午前９時～午後６時 17日

野田図書館
（☎ 84 ｰ 3100）

８月のおはなし会・親子読書会のご案内

中 央 図 書 館 おはなしのへや
（毎週水曜日）

1、8、15、22、29日
午後４時～

高尾野図書館

おはなしのへや
（毎週月曜日）

6、13、20、27日
午後４時～

親子読書教室
「すくすく」 ８月はお休みです。

野 田 図 書 館

おはなしのじかん
（毎週木曜日）

2、9、16、23、30日
午後４時～

だっこでギュッ 2日（木）午前10時30分～

夜のおはなし会 23日（木）午後6時40分～

2018 年８月　移動図書館運行表

ステーション名 運行時間
運行日

８月

第１・３
火曜日

千本付団地広場 10：00～10：20

７日
21日

平和団地集会室 10：30～10：50
鹿島住宅広場 14：20～14：40
茶円堀団地広場 14：50～15：10
鹿島自治公民館 15：20～15：40

第１・３
水曜日

東辺田自治公民館前 10：10～10：30
１日
15日

菅原神社（荘上・荘下） 14：10～14：30
ウッドタウン自治公民館 14：45～15：05

第１・３
木曜日

太田原住宅 10：30〜10：50
２日
16日

上場集落 13：45〜14：05
宮之元集落 14：25〜14：45
不動野集落 14：55〜15：15

第２・４
木曜日

内野々下自治公民館 10：00〜10：20
９日
23日

受口自治公民館 10：40〜11：00
熊野神社前 14：10〜14：30

第２・４
金曜日

鶴亀タウン 9：40〜10：00

10日
24日

元町自治公民館 10：15〜10：35
今釜西自治公民館 10：50〜11：10
鶴水園 14：10〜14：40
米ノ津駅前広場 14：55〜15：15

http://www.izumi-library.jp/
出水市立図書館　トップページ 検 索

　こどもの読書週間（４月23日～５月12日）にちな
んで募集した「おしえて！あなたの好きな本」。気球の
形のカードに好きな本を書いていただき、各館で６月
30日まで展示しました。
（写真は中央図書館の展示の様子です）

どんな本があるのかな？
～おしえて！あなたの好きな本～

27 26広報いずみ2018（平成30年）８月 広報いずみ2018（平成30年）８月



　６月30日、市文化会館で第13回市民体育大会総合
開会式が開催されました。大会役員をはじめ、市内
各競技団体の選手が一堂に会し、華やかな式典が行
われました。
　総合開会式では、社会体育功労者の表彰が行われ、
体育功労者１人、優秀スポーツ選手18人、優秀スポー
ツ団体６団体へ賞状が贈呈されました。

市
民
体
育
大
会
開
幕

総
合
開
会
式

　６月24日、第13回出水市女性ソフトバレーボール
大会が市総合体育館で開催されました。
　大会はソフトバレーボールを使い４人制で行わ
れ、24チーム145人が参加しました。
　結果は、ＯＮＥ　Ａチームが、決勝戦においてク
ローバーチームとの激戦を制して見事、初優勝を飾
りました。

Ｏ
Ｎ
Ｅ
　
Ａ
チ
ー
ム
初
優
勝

女
性
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　６月21日、県の観光事業の発展に貢献した団体を
表彰する「鹿児島県観光連盟観光事業功労者等表彰
式」が行われました。本市からは、出水麓武家屋敷
群の保存・活用などで活躍されている「特定非営利
活動法人出水麓街なみ保存会」と観光牛車の運行を
行っている「特定非営利活動法人いずみ観光牛車会」
の２団体が受賞されました。（出水麓街並み保存会
山下会長（前列左から４番目）、いずみ観光牛車会得
永さん（前列左から５番目））

２
団
体
が
受
賞

県
観
光
事
業
功
労
者
等
表
彰

　５月 27 日、市音楽ホールで映画「ゆずの葉ゆれて」
が上映されました。
　松原智恵子、津川雅彦などの豪華キャストが、鹿
児島を舞台に夫婦の絆と別れ、その２人を取り巻く
人と人との絆がさわやかに描かれた作品に、来場者
からは、とても感動したとの声が多く聞かれました。

多
く
の
来
場
者
が
感
動

市
自
主
文
化
事
業 　６月17日、クレインパーク南側の水田で西出水小

学校の児童約30人が田植え体験をしました。
　この田植え体験は、手植えによる田植え体験を通
して、子どもたちに農業への関心をもってもらおう
と文化地区環境保全会（鳥里幸治会長）が毎年行って
いる取り組みです。子どもたちは、同保全会の方々
の指導を受けながら、苗一本一本を丁寧に、そして
楽しみながら植えていました。

み
ん
な
で
田
植
え

文
化
地
区
環
境
保
全
会

　６月23日、第１回出水市民大学が市音楽ホールで
開催されました。ゲストに落語家の三遊亭究斗さん
をお迎えして、教育と娯楽を合わせたミュージカル
落語、いじめ撲滅の願いを込めた「一口弁当」と「あ
りがとうが世界を変える絆39」を披露していただき
ました。会場は笑いと涙に包まれ、究斗さんは、ピ
ンチをチャンスに変えるには、その人の前向きな姿
勢が必要であると訴えました。

笑
い
と
涙
に
包
ま
れ
て

第
１
回
市
民
大
学
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【申し込み・問い合わせ先】
　　　本庁政策経営部企画政策課秘書広報係
　　　☎0996−63−4120

　このページは、有料広告を掲載するページです。
　広告内容は、広告主の原稿をそのまま掲載してありますので、
詳細な内容については、広告主に直接、お問い合わせください。
　広報いずみの発行部数は約21,000部で市内のほぼ全世帯に配
布されます。同窓会や記念事業等のイベント告知にもご利用く
ださい‼
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広告規格
　○基本広告　フルカラー・タテ 54㍉×ヨコ 87㍉　
　○拡大広告　フルカラー・タテ 54㍉×ヨコ 178㍉
広告料
　○基本広告　15,000 円（税込み）
　○拡大広告　30,000 円（税込み）
掲載単位
　○広報いずみ発行１回ごと
　○複数回にわたる掲載も可能です。
※詳しくは、上記申し込み・問い合わせ先にお問い合
　わせいただくか、市ホームページをご覧ください。

【申し込み・問い合わせ先】
　　　本庁政策経営部企画政策課秘書広報係
　　　☎0996−63−4120

　このページは、有料広告を掲載するページです。
　広告内容は、広告主の原稿をそのまま掲載してありますので、
詳細な内容については、広告主に直接、お問い合わせください。
　広報いずみの発行部数は約21,000部で市内のほぼ全世帯に配
布されます。同窓会や記念事業等のイベント告知にもご利用く
ださい‼
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（
新
生
児
）（
保
護
者
）〈
敬
称
略
〉

西に

し

だ田

陽ひ

な那
（
圭
一
・愛
恵
）

松ま
つ
な
が永

芽め

い依
（
直
人
・彩
夏
）

花は

な

だ田

純し
ゆ
ん
り緑

（
和
博
・奈
穂
）

沖お

き

た田

望み

は

ね羽
（
和
弥
・真
奈
美
）

鈴す

ず

た田

隼し
ゆ
ん
や也

（
悦
史
・
梓
）

千ち
ぢ
い
わ

々
岩　

あ

さ
（
翼
・
聡
子
）

山や
ま
ぐ
ち口

ゆ

な
（
裕
介
・舞
香
）

山や
ま
し
た下

真ま

ち知
（
健
太
・真
実
）

澤さ

わ

だ田

柚ゆ

ず

は羽
（
直
樹
・愛
美
）

佐さ
さ
な
か

々
中　

恵け
い
し
ん深

（
恵
雄
・理
恵
）

東ひ
が
し　

豊と
よ
ひ
さ久

（
貴
久
・千
夏
）

あ
い
こ
う甲　

蓮れ
ん

（
政
徳
・明
日
香
）

池い
け
う
え上　

仁じ
ん

（
尚
・
紗
貴
）

柳や
な
が
み
ず

ケ
水　

樹
い
つ
き

（
清
・百
合
香
）

荒あ
ら
ひ
ら平　

晃こ
う
の
す
け

之
介
（
恭
二
・福
恵
）

中な
か
が
み上

葵あ

お

と翔
（
智

明
）

藤ふ

じ

た田　

蓮れ
ん

（
弘
志
・鮎
美
）

小お
だ
は
ら

田
原　

鈴す
ず

（
康
弘
・恵
美
）

林は
や
し
 　

一い

お

り織
（
大
輔
・亜
由
美
）

宮み
や
も
と本

陽ひ

め愛
（
陽
介
・香
菜
）

堂ど
う
ま
え前

蓮れ

ん

と人
（
雷
雅
・未
来
）

野の

ぞ

え添

悠ゆ
う
し
ん進

（
涼
一
・麻
里
奈
）

石い
し
は
ら原

叶と

あ逢
（
幸
明
・星
那
）

松ま
つ
も
と元　

蘭ら
ん

（
泰
樹
・美
穂
）

松ま
つ
ぞ
の園　

茉ま

お

り
愛
莉
（
孝
太
・麻
未
）

遠と
お
じ
ま嶋

穂ほ

ま

れ希
（
朝
日
・
香
）

田た

ぐ

ち口

万ま

ほ誉
（
哲
也
・美
穂
子
）

（
６
月
１
日
～
６
月
30
日
届
け
出
分
）

　
（
死
亡
者
）（
年
齢
）（
住
所
）〈
敬
称
略
〉

福

元　

フ
ジ
ノ
93
下
高
尾
野
下

尾

上　

サ
ナ
子
86

受

口

川

﨑

壽

吉
87

諏
訪
馬
場

本

嶋　

由
美
子
50

萩
之
段

土

屋

武

夫
84

平
松
東

山

口　

ス
ミ
子
89
野
添
下（
高
尾
野
）

山

中

健

一
82

浦

窪

池

田

ナ

ミ
97

町（
野
田
）

本

田　

シ
ヅ
ヱ
91

今

村

内

園　

ミ
ス
ヱ
93

小
原
下

谷

口　

紀
久
男
78

新
蔵
中

下

田

敏

夫
92

昭

興

石

本　

モ
モ
ヨ
89

桜

町

日

渡

國

弘
73
泉
が
丘
団
地

原

村

孝

仁
70

松
ヶ
野

西

田

繁

男
82

愛
宕
下

奈
良
原　

司

朗
84

八

坊

濵

島

優

人
73

名
古
西

小

屋　

ト
キ
子
92

鶴
寿
園

鴛

海

静

子
79

麓

中

島

チ

ヱ
87

六
月
田
下

春

永　

ヨ
シ
子
91

大

和

清

水

三

郎
84

加
治
屋
町

塚

元

マ

ツ
95
上
の
原（
高
尾
野
）

柿
ノ
迫　

正

知
68
星
が
丘
団
地

谷

本　

キ
ヌ
ヱ
86

出
水
の
里

井
出
口　

サ

ヱ
91

春
日
町

尾

崎

良

男
70
下
高
尾
野
上

山

下　

ス
ヱ
ノ
91

鹿

島

西

薗

ツ

ル
94

出
水
の
里

木

下　

美
智
子
84
天
神（
出
水
）

迫

口

重

満
88

下
特
手

西

坂

充

博
64

広

瀬

松

原

行

雄
81

昭

和

横

山

良

雄
90

名
古
中

江

口　

登
84

築

港

八

田

春

江
97

柴

引

栗

本

壽

子
79

荘

上

池

田　

フ
ユ
子
96

千
間
山

成

時　

百
合
子
75

上

屋

山

門　

マ
サ
ノ
86
本
町（
高
尾
野
）

中

原　

ミ
サ
ヲ
93

唐
笠
木

金

子

光

子
79

中
塩
屋

餅

田

清

水
101

朝

熊

池

田

隆

慶
74

東
水
流

福

井

ミ

ヱ
88

下
特
手

（
６
月
１
日
～
６
月
30
日
届
け
出
分
）

香
典
返
し
寄
付　

 〈
敬
称
略
〉

福

元

洋

一
（
下
高
尾
野
下
）

本

嶋
　

定
（
萩
之
段
）

土

屋

睦

子
（
平
松
東
）

山

口

信

孝
（
野
添
下（
高
尾
野
））

本

田

公

志
（
今

村
）

下

田

ミ

ツ
（
昭

興
）

内

園

正

義
（
小
原
下
）

前

田

葉

子
（
受

口
）

池

田

俊

朗
（
町（
野
田
））

原

村

光

子
（
松
ヶ
野
）

濵

島

好

子
（
名
古
西
）

奈
良
原　

シ
ヅ
イ
（
神
奈
川
県
）

中

島

葊

孝
（
鹿
児
島
市
）

柿
ノ
迫　

糧

子
（
星
が
丘
団
地
）

井
出
口　

雄

二
（
渡
瀬
口
）

山

下

久

雄
（
鹿

島
）

木

下

健

三
（
天
神（
出
水
））

迫

口

重

弘
（
下
特
手
）

西

坂

弘

智
（
鹿

島
）

横

山

達

也
（
名
古
中
）

江

口

國

子
（
築

港
）

八

田

弘

子
（
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当番医のお知らせ当番医のお知らせ
　担当医療機関は、下表のとおりです。
○都合により担当医療機関が変更になることがあります。出水消防署（☎63−0119）にお問い合わせください。
○当番医での受診は、急患に限ります。
※［当］：日曜・祝日在宅当番医（午前９時〜午後５時）
　［児］：小児科当番医（午前10時〜正午）午後も受け付ける場合がありますので、直接お問い合わせください。

８　　　　　月
日 医　療　機　関　名

５日（日）

［当］ さくら通りクリニック 脳神外・脳神内科 千本付 ☎62−2311

［当］ わかすぎ皮フ科クリニック 皮膚科 表郷東 ☎64−1313

［当］ 北国医院 外・整外科 阿久根市 ☎72−0016

［当］ 長島クリニック 内・外科 長島町 ☎88−6405

［児］ 二宮医院 栄町 ☎62−0167

11日（土）

［当］ 福元医院 内・循環器科 新町 ☎67−3200

［当］ 恒吉医院 消化・内科 大和 ☎82−0048

［当］ 阿久根眼科 眼科 阿久根市 ☎72−0040

［当］ 平尾診療所 内・外科 長島町 ☎88−2595

12日（日）

［当］ 整形外科ばばぐちクリニック 整外科 六月田中 ☎64−8260

［当］ しもぞのクリニック 内・胃腸科 石坂（出水） ☎63−8300

［当］ 林胃腸科外科 内・外科 阿久根市 ☎73−3639

［当］ 鷹巣診療所 内・外科 長島町 ☎86−0054

［児］ 出水総合医療センター 早馬 ☎67−1611

19日（日）

［当］ 出水病院 精神・内科 諏訪馬場 ☎62−0419

［当・児］ こどもクリニック永松 小児科 鹿島 ☎64−1500

［当］ 植村整形外科 整外科 阿久根市 ☎72−1041

［当］ 脇本病院 精神・内科 阿久根市 ☎75−2121

［当］ 鷹巣診療所 内・外科 長島町 ☎86−0054

26日（日）

［当］ 出水眼科 眼科 春日町 ☎62−8350

［当］ 境田医院 産婦人・内・外科 天神（出水） ☎67−2600

［当］ 有村産婦人科・内科 産・婦人・内科 阿久根市 ☎73−4180

［当］ 長島クリニック 内・外科 長島町 ☎88−6405

［児］ しみずこども医院 阿久根市 ☎68−0633

※夜間の急患（内科・小児科）、夜間一次救急診療所（野田診療所内）（☎ 84 − 2023）午後 7時～同 11 時
・来院の際は、来院される前に必ず電話で症状をお知らせください。
※おおむね 15 歳未満の子どもの夜間電話相談「鹿児島県小児救急電話相談」
　（☎♯ 8000 または☎ 099 − 254 − 1186）平日・土曜日（午後７時～翌午前８時）日曜・祝日（24 時間）
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休日当番歯科医・当番薬局休日当番歯科医・当番薬局
８月14日

北 園 歯 科 医 院 歯科 ☎64－2151 麓（高尾野）
８月15日

北 園 歯 科 医 院 歯科 ☎64－2151 麓（高尾野）
８月19日

白 男 川 歯 科 医 院 歯科 ☎63－0009 向 江
か し ま 薬 局 ☎63－3970 鹿 島

８月26日
ち ゃ え ん 歯 科 歯科 ☎67－2325 六月田下
ク レ モ ア 薬 局 ☎63－5401 春 日 町
エ ン ジ ェ ル 薬 局 ☎65－7637 天神（出水）

期　　間
出　水　地　域 高尾野・野田・荘地域

工事事業者 平　日 休日および平日の
　　午後５時以降 工事事業者 平　日 休日および平日の

　　午後５時以降
８月１日～５日 岩 﨑 電 設 ☎62－1414

携帯電話
（090－7397－7898）

樋 口 電 設 ☎85－5901

携帯電話
（090－7154－7490）

８月６日～12日 ヤマサキ電機産業 ☎62－3400 ホクシン工建 ☎82－0612
8月13日 北 薩 設 備 ☎62－6011 桑野水道設備 ☎82－4385
８月14日 道 添 建 設 ☎62－3833 中 畠 組 ☎82－0437
８月15日 川 島 工 建 ☎63－6685 山﨑水道設備 ☎82－1600

８月16日～19日 たかさご水道 ☎67－4400 野 村 電 設 ☎82－3637
８月20日～26日 日之出建設工業 ☎63－3388 ア タックス ☎82－0044
８月27日～31日 職 建 ☎62－1409 釜 崎 水 道 ☎82－0249

火の元には十分注意しましょう！
出水市消防本部管内の火災・救急状況（2018年６月１日〜同６月30日）

火　　　　　　災 救　　　　　　急
発生件数 うち建物 死者 負傷者 発生件数 うち急病

出　　水 ０件（－２） ０件（－２） ０人（±０） ０人（±０） 161件（－８） 86人（＋２）
2018年の累計 ４件（－３） ４件（－３） ０人（－１） ０人（±０） 1,123件（＋36） 707人（＋119）

※（　）内の数字は前年同月比

水道修繕工事当番事業者

※家庭内の修繕は、施工した工事事業者にご連絡ください。

８月の主な行事

８月５日
徳 森 歯 科 医 院 歯科 ☎67－3608 元町（出水）
さ く ら ん ぼ 薬 局 ☎68－7000 千 本 付
オ レ ン ジ 薬 局 ☎79－3972 表 郷 東

８月11日
福 原 歯 科 医 院 歯科 ☎63－2501 上 沖 田
ハ ー ト 薬 局 ☎79－3877 新 町

８月12日
スマイル歯科医院 歯科 ☎75－3300 阿久根市
フ タ ヤ 薬 局 ☎67－5253 六月田中
五 万 石 薬 局 ☎63－8800 野添（出水）
会 営 薬 局 ☆ ☎64－8280 早 馬

４日（土）▶高尾野夏祭り（午後３時・高尾野駅前通り（ふれあい公園））

９日（木）▶市政説明会（午後１時30分・市音楽ホール）

18日（土）▶野田郷夏祭り（午後６時・野田運動場）

26日（日）▶アマチュア・ミュージック・フェスティバル㏌いずみ（午後１時30分・市音楽ホール）

※歯科医院診療時間　午前９時〜正午
☆小児科当番薬局　　午前 10 時～正午

◎変更になることがあります。
　出水消防署（☎63−0119）にお問い合わせください。
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当
館
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
、
お
は
な
し
ぽ
け
っ
と
に

よ
る
「
お
は
な
し
会
」
を
毎
月

開
催
し
て
い
ま
す
。（
８
月
は
、

19
・
26
日
午
後
３
時
～
）　

　

ま
た
、
夏
休
み
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
出
水
商
業
高
校
図
書
委
員

と
出
水
工
業
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よ
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せ
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（
８
月
23
日
午
前

11
時
～
）
も
行
わ

れ
ま
す
。
参
加
料

は
無
料
。【
当
館

は
、
お
盆
期
間
中

も
休
ま
ず
開
館
し

ま
す
！
】
※
８
月

の
休
館
日
は
、
６
・

20
・
27
日
で
す
。

「
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
会
」

『今月の問題』
カブト虫は成虫になってから
どのくらいの期間生きられる
でしょうか？
Ａ　２～３週間
Ｂ　１～２カ月
Ｃ　３カ月以上

先月号のクイズと答え

ミツバチは、花粉を巣に運ぶ時、ど
こに集めるでしょうか？
Ａ　後ろ足
Ｂ　腹の下側
Ｃ　頭の上
答はＡ　後ろ足でした。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す　山元一夫氏が、旭日単光章を授与

され、伝達を行いました。山元氏は、
1987 年～ 1999 年の長きにわたり旧高
尾野町議会議員を務め、広く地方自治
の発展に貢献されました。

　南日本中学生陸上競技大会男子共通（1500㍍、3000㍍）
で優勝した石岡大侑さん（出水中３年　写真前列右）、同
大会男子１年（1500㍍）で優勝した玉目陸さん（同１年　
前列中央）、民謡民舞少年少女全国大会鹿児島県大会（曲目：
鹿児島ﾊﾝﾔ節）で優勝し、全国大会に出場することになっ
た山﨑愛夏さん（同２年　前列左）。

　県高校総体ﾎﾞｸｼﾝｸﾞ競技（ﾗｲﾄ級）で優勝し、全国大会に
出場することになった西聡一朗さん（出水工業３年　写真
前列中央）、同大会少林寺拳法競技（単独演武女子自由）
で優勝し、全国大会に出場することになった外園美咲さん
（同３年　前列右）、第 17 回高校生ものづくりｺﾝﾃｽﾄ（木材
加工部門）で最優秀賞を受賞し、九州大会に出場すること
になった浦底海さん（同３年　前列左）。

　全国道場少年剣道大会県予選団体の部で優勝
し、全国大会に出場することになった出水剣友ス
ポーツ少年団の皆さん（写真前列左から、林紘大
さん、中渡瀬蒼心さん、猪原悠月さん、蒲生原朝
陽さん、𠮷川采里さん、山﨑桜倭さん、上野天咲
桜さん）。猪原悠月さんは、同大会県予選女子個
人の部でも優勝し、全国大会に出場することにな
りました。

　新屋長一郎氏が、旭日単光章を授与
され、伝達を行いました。新屋氏は、
1971 年～ 1983 年の長きにわたり旧高
尾野町議会議員を務め、広く地方自治
の発展に貢献されました。


